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は　じ　め　に

岐阜県博物館は昭和51年5月に開館した。昭和

46年，置県百年の記念事業の一環として，博物館

の建設が決定されて以来，5年間にわたる憤重な

準備と，関係各位の絶大な御支援のもとに，20億

円にあまる巨費を投じ，岐阜県における文化の殿

堂として，関市にある岐阜県百年公園の一角に誕

生した。以来2年有余，今日的意味を持ち，時代

の要求にこたえることのできる，博物館，生涯教

育の一端を担う博物館を目指して鋭意努力してき

たが，草創期における理想と現実の中で　解決す

べき問題も多い。

しかしながら，数回に及ぶ特別展・資料紹介の

開催，及び講演会・資料鑑定研究会・自然観察会

・体験学習会等を実施し，堅実な博物館活動を一歩

ずつ歩んできた。まな　資料も準備室時代から今

日に至るまで　各方面から多数の寄贈・寄託を受

けている。なかでも郷土の生んだ近世文人の書画

が多数寄託されるなど次第に充実してきている。

これはひとえに県民各位の博物館に寄せられる関

心の深さと，暖かい御理解の賜物と深く感謝し，

今後の精進への糧としたい。開館して間もない本

館がこれまで歩みを続けることが出来たのも，県

民各位のひとかたならない御支援のおかげである

ことは言うまでもない。更に一層県民の期待にこた

える博物館へとますます努力する覚悟を新たにし

ている。

遅ればせながらここに岐阜県博物館報第1号を

発刊する運びとなった。建設当初からの歩みを振

り返り，また研究成果の一端も記録し，今後の資

とした。

その意味において多くの方々からの御叱正，御

批判，御指導を賜わるようお願いする次第である。

昭和53年12月

館長　松　尾　克　美
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第1章　開館ま　での沿革

1．博物館開設準備室開設まで

明治4年の廃藩置県と太政官布告によって，美

濃諸藩が統一され，岐阜県が設置されてから，昭

和46年11月でちょうど100年を迎えた。

この意義ある置県100年を迎えるに当たって，

将来の発展に役立つ記念事業を行うため，昭和44

年に県民各層の代表者による百年記念事業委員会

が設置され，記念事業の項目や内容が検討された。

この委員会の答申にもとづき，昭和45年に，長く

後世に残る記念事業として，百年公園と博物館を

建設することが決定した。

昭和46年4月から，県教育委員会社会教育課に，

博物館建設準備担当者3人が配置され，具体的な

準備事務に入った。

5月にときの知事，参事，社会教育課長がヨーロ

ッパ各国の博物館を視察し，その報告を参考にし

ながら，8月に博物館の性格，規模，年次計画等

を総括した博物館基本構想案をまとめた。

この基本構想案に県民各層の意見を反映すべく，

県議会，教育界，文化団体などの代表からなる博

物館懇談会を設け，9月，10月の2回にわたり意

見を求めた。その結果，当初は総合歴史博物館

であったものが，人文・自然両分野の総合博物館

への要望が打ち出され，それらをもとに，博物館

基本構想を10月に決定，11月22日に岐阜県百年記

念式典が挙行された際に，博物館建設概要を発表し

た。

この基本構想を具体化するために，11月に岐阜

県博物館特別専門委員会を，施設部門と展示部門

に分けて組織した。施設部門においては，施設・

設備等について検討し，まな　京大教授上田篤氏

より博物館の施設内容のあるべき姿について指導

を受け研究を重ねた。展示部門では，展示の基本

方針，資料の選定等について検討を重ね　東京国

立博物館石田尚豊氏に最近の博物館の傾向及び今

後のあり方についての示唆をいただき，展示計画

等の立案をすすめた。
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11月に博物館建築基本設計を株式会社日建設計

に委託契約し，12月から基本設計案について検討

協議を重ね　翌年3月末に完成するまで約10回設

計者との打合せ会をもった。

これに並行して，展示基本構想の具体的立案に

かかり，県下教育事務所ごとに，人文・自然の両

分野の代表者（8人×6地区＝48人）と地区別懇

談会を2月に行い，展示内容，展示資料の所在等

について意見を聴取し，展示基本構想の中へ反映

していった。

3月末日，建築基本設計が出来あがった。それ

は現在みられる六角形を基調とする群構成による

近代的な建物で　将来への夢と希望をいだかせる

に十分なものであった。まさに具体的なものへの

第一歩であった。

2．博物館開設準備室

（1）昭和47年度

4．1博物館開設準備室設置（後藤室長以下8人）

6，6　展示部門特別専門委員会開催

6．29－7．6　地区懇談会を各地区で開催

8．　博物館建築実施設計を株式会社日蓮に委託

9．13－18　建築内部設計担当者県内視察

10．11－12．24－25　県外博物館視察

12．5－7　内部設計打合せ

2．　博物館敷地造成設計を株式会社日趣に委託

2．27　特別専門委員会（展示人文部門）

3．6　特別専門委員会（展示自然部門）

3．15－17県外博物館視察

3．　博物館建築実施設計及び敷地造成設計完了

（本館工事中）
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（開館式典）

（2）昭和48年度

4．1　準備室員10人に増員

5．8－9　東京国立博物館等で資料整理法調査

6・18　知事に進捗状況説明

II　　岐阜県博物館建設工事入札

7・10　建設工事本契約締結

8．9　　建設起工式挙行

8．30　展示工事費見積依頼

9．2　　展示基本計画決定

9．12　資料収集協力員要綱策定

9．26　展示費について教育長ヒアリング

10．28　資料収集協力員委嘱

11．30　展示資料製作検討開始

12．4　　県文化財保護協会への説明会開催

1．8　展示基本計画を県下市町村・高校・文化

団体へ発表

1．17－　資料協力員打合せ会

2．1　知事査定により展示費4億円と決定

3．31　建設出来高率　約22％

（3）昭和49年度

4．9－　建築現場打合せ

5．4－　資料調査収集開始

6．14－16　県外博物館視察

6．14　展示基本実施設計を日本博物館協会に委託

6．17　教育長博物館建築状況視察

7．16　岐阜県博物館開設準備室だより第1号発行

7．24　資料収集協力員打合せ会

7．30－建築展示現場打合せ

9．20　展示基本設計完成

9．20　特別専門委員会（展示部門・基本設計）

曇 僮h��.���� �� 

遜一篭逓！ ����劔��

藍 灘 剪�����∴ ������移 凵_ 

笠－ i与 刹�ﾚ 倩ﾈ��4ﾈ�ﾂ�� 

態・ ∴ 仂�� � 

（開館当日の入館風景）

10．3　　美濃国分寺復原模型等の製作業務を京都

科学標本株式会社に委託

10．29　博物館定礎式

12．　　展示実施設計完了

1．1　準備室だより第2号発行

3．7　　人文展示室の展示工事を株式会社乃村工

芸社，同工事の監修を日本博物館協会に

委託

3．20　自然展示室の展示工事を株式会社丹青社

に，同工事の監修を日本博物館協会に委

託

（4）昭和50年度

4．1　準備室員増員

5．21　はく製・生物標本等の製作・採集委託

5．26　警備防災設備工事委託

6．9　　展示実施設計の変更設計の委託

7．11　本館建築竣工

8．21　人文・自然展示室展示工事の変更施工業

務委託

10．1－　模型，複製等製作委託

11．18　展示室室名板，陶壁画等製作委託

12．19－展示工事現場打合せ

12．20　仏像等複製製作委託

1．1　準備室だより第3号発行

1．10　庭園工事委託

1．12　人文，自然，郷土学習室展示設備等委託

2．16　自然観察のこみち植栽等委託

3．15　人文，自然展示解説板等製作委託

3．29－30　県庁より博物館に庁用機具移転
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第2章　　管理運営概要

1．組　織

（1）機　　構

総　務　課 剌氏@務　係 

管　理　係 

i館長次長 職員 乂x��ﾇﾈ��YB�

考古 人文係「歴史 

美　　術 

自　　然　係 儘�����ﾇﾂ�

動　　物 

植　　物 

地　　学 

教育活動 

教育普及係 

広　　報 

職　　　　　　名 倩���������kﾂ�職　　　　　　名 倩���������kﾂ�

館　　　　　　　　長 傴ﾈ��Oh��ﾘ���Oﾂ�○　学芸部 亳x��68��:��餮b�

次　　　　　　　　長 ��XｭHｴ儺b��XｭHｴ儺b�学　　芸　　部　長 

○　総務課 剞l　　文　　係　長 亶ｸ���ﾈ��.X����

（兼）課　　　　長 刳w　芸　　主　事 僥���諟������{"�

主任主査兼庶務係長 �$���蝿�����Eb�II ��X��nﾂ�

主　　　　　　　　査 假�鯖68��ﾅH���2�II 冏���YH������i��

主　　　　　　　　事 侘ｸ��68��諟�����II 兌ﾘ��ﾏX��k���Tb�

技　　　　　　　　師 仂ｨ��68��ｶx��ﾘ"�自　　然　　係　長 冢ﾈ���ｨ������dﾂ�

主任主査兼管理係長 刎���ﾊ������&｢�学　　芸　　主　事 ����:�������=R�

主　　　　　　　事 傴ﾈ��皐���������II 乂ﾘ��ﾋH��dh��u��

II 冦穎ﾉ�ｨ������ﾔ��Il 傅ﾉnﾉm���蓼����

業　務　嘱　託　員 舒(��68���������教　育　普　及　係長 刎���ﾊ���ﾔh��&｢�

Il ��X���ｨ��.h+X���教　育　　主　事 俚(��nﾈ���8��{"�

II II II II ��鯖�騏)Oﾂ�鉙圸XywR��Ynﾉ��Oﾂ���鯖68毎���学　芸　嘱　託　員 冦穎ﾉ�ｨ��ｻ���爾�
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（3）博物館協議会委員　（アイウエオ順）

◎印…会長　○印…副会長

氏　　　　名 偖ｨ��������������現　　　　職 儖X��������ﾖﾂ�

江　崎　芳　郎 弍)Xﾈ�8��Eｹ8ﾈｭｹ*ﾃ(�ﾃcr�校　　　　　長 弍)Xﾈ�9zy4�顫ﾈｧxﾕ｢�

尾　関　正　爾 ��8xﾅ9�ﾉ8y*ﾈ鉑��*ﾃ�3ィ�町　　　　　長 ��8xﾅ9�ﾉ8y*ﾂ�

坂　倉　又　吉 ��8x�9'ﾉT�*ﾃ#s32�取締役社長 ��x���8��ｶX�乘H�｢�

高　木　義　明 弍)Xﾈ�8ｽ�8sCCx�ﾃ"�校　　　　　長 弍)Xﾈ�9zy+y|y(hｧxﾕ｢�

玉　田　幸　人 弍)Xﾈ�8ｩ��ｩ*ﾉ(hｴ經祷�ﾃ���専務・編集局長 弍)Xﾉ?ｩ?ｩ�i[x���

○土　屋　　　斉 ��X･�8ﾗ)Oi*ﾃ��sr�取　締役頭取 ��乘H�ｩ�X･�Izxｾ(ﾗ2�

野　村　忠　夫 冖ﾈﾌ8夊�8���x顗ｾhｯ9��9hｷSB�教　　　　　授 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYB�

◎林　　　金　雄 丿Yk�ﾋH�9=��捧�ﾙ*ﾃ3r�II ��X･�x��%ｨｯｩ�Xｧr�

深　井　重三郎 弍)Xﾈ�8ｻ�8y�ﾈ�(ｩy'#�c#��理　　事　　長 乂xﾕｩd��ﾈﾛ(�盈逢x���

堀　　　房　夫 弍)Xﾈ�8��Eｸ哩*ﾉ,｣i)ｩm｣��校　　　　　長 侈yzxｯ)Xﾈﾘ)9乂xﾕ｢�

2．予　算

予　算　の　概　要

（単位千円）

区分 �>�o8����������D���7��傴ｩ��Ch�ﾃS�D�7��昭和51年度 傴ｩ��S)D�7��

歳 入 僣���Z���ｭ���諄��w���{����ﾂ�7，158 ��(�33���

雅　　　　　　　　人 凵| �#s2�265 

合　　　　　　　計 凵| 度�3C3��12，573 

歳 出 僣��Z��建　築　関　係 ���3CsH�33�r�96，947 ��

食管 建 �5x��麌��ｭh��ﾅr�293，765 

設 事 �+ｸ����,ﾈ�����ﾂ�71，172 �#(�3SsR�

業 費 佗b�1，839，254 �����3S#"�

博 物 館 丶ｨ��ｭ俾�5IN��－ 鉄コ�20，401 

運　　営　　費 ��ﾂ�19，926 

管 理 倡ｹ�ﾘｬyyﾙN��－ 鉄��3��r�61，544 

運 営 費 僣饂渥仄hｶ8檠N��－ 涛b�205 

計 ��ﾂ�72，514 塔(�3�S��

博 物 ��ﾘ���ﾙ5x麒N��－ ��x�3#Cb�10，635 
特別　展示費 ��ｲ�4，287 店�3S�R�

館 事 倬�{�x�ｬyyﾙN��－ 涛3R�1，100 

業 賀 仆8孜X�ｷ乖�:餒��－ �#���800 

計 �22，749 ����3�C��

合　　　　　　　　計 �1，839，254 �#�H�3sコ�100，190 
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3．入館状況

（1）昭和51年度

岐阜県博物館条例によって昭和51年4月1日に

設置され，同年5月5日（こどもの日）に開館し

た。開館後半年間は無料公開とされ，この期間中

（5月5日～9月30日）の入館者総数は本年度の

総数の約65％（118，460人）を占めた。開館時には

開館記念展として「郷土巨匠三人展」，「郷土スポ
ーツ栄光展」，夏には特別展「ふるさとの文楽」な

どが，季節的にも人の出足をさそった。

ア．博物館入館着数

開館日数は269日で1日平均675人の入館実績

を得た。8月末には待望の10万人目を数えだが，

年間入館者総数は181，692人，月平均15，141人，

1日平均675人であった。

月別では下表の通りであるが，入館者は5月・

8月・10月に集中し，12月・1月・2月の冬期は

極端に減少した。

月　別 傅ﾈ��(h���b�高　大　生 儉｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�1日平均 

5月 ����3�s9�ﾂ�6，427人 ��h�3�s)�ﾂ�33，772人 �#9?｢�　　日 1，468 

6月 塗�3#c2�3，456 ��H�3�3��23，758 �#b�914 

7月 塗�3332�1，486 ��(�3��R�19，834 �#r�735 

8月 祷�33S��1，690 ��8�3涛B�25，035 �#b�963 

9月 店�3c�2�713 祷�3c���16，017 �#B�667 

10月 ��(�3�#��3，017 ����3�C2�25，889 �#b�996 

11月 塗�3塔��2，323 嶋�3鉄��18，254 �#2�794 

12月 鉄#B�134 ���3����2，577 �#2�112 

1月 塔モ�165 �(�3Cモ�3，541 �#"�161 

2月 鉄3��116 �(�3c3B�3，289 �#2�143 

3月 �8�3#澱�455 店�3都R�9，726 �#b�374 

合　計 田8�3ツ��19，982 涛x�3イ��181，692 �#c��675 

ィ．特別展観覧者数

特　別　展　名 弍ｨ������������ｭB�小　中　生 俘)�Y�b�一　　般 佗b�

ふるさとの文楽 鉄��C��C��ﾃS��C��C3��3，059人 鉄ci�ﾂ�5，283人 嶋�3����ﾂ�

熊　谷　守　一 鉄��C���C��ﾃS��C���C3��982 ���3�s"���3c3��3，242 店�3#澱�

合　　　　　計 �4，041 �8，525 ��H�3#�B�

6



（2）昭和52年度

今年度の入館者総数は111，461人で　月平均

は9，288人となった。また年間の開館日数は296

日で1日平均の入館者数は377人である。

月別の入館状況は下表の通りであるが，月別で

みると5月が最も多く，次いで10月，11月とつづ

いている。これは小中学校の団体入場がこの時期

に集中するためで　この3か月で実に年間のほぼ

ア．博物館入館者数

半分弱の入館者数となった。

更に曜日別に入館状況を分析すると，個人入

館者では日曜日がだんせん多く，l週間の65．6％，

その他はほぼ平均しているが，木曜日が5．2％と

最も少ない。団体では大体平均しているが，火曜

日，日曜日，木曜日の順となり，土曜日が5．2％

と最も少ない。

月　別 傅ﾈ��(h���b�高　大　生 儉｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�#Y?｢�1日平均 

4月 滴�3����ﾂ�1，250人 塗�3sS��ﾂ�12，809人 �512人 

5月 塗�3c�2�3，020 祷�3c3��19，351 �#b�744 

6月 �(�33#��973 店�3Ssb�8，878 �#b�341 

7月 �(�3����740 �8�3CS"�6，293 �#r�233 

8月 �8�3�#B�843 店�33s2�10，140 �#b�390 

9月 �8�33s��274 店�3S�"�9，165 �#B�382 

10月 祷�3ンb�1，963 塗�3cc��18，528 �#R�741 

11月 塗�3sSB�427 度�3����14，362 �#B�598 

12月 �3S��85 ���33#��1，771 �#"�81 

1月 鼎Sb�81 ���33�2�1，850 �#"�84 

2月 �3#��105 ���3C32�1，858 �#2�81 

3月 �(�33���378 �8�3sc��6，456 �#b�248 

合　計 鼎8�33#��10，139 鉄x�3涛2�111，461 �#澱�377 

ィ．特別展観覧音数

特　別　展　名 弍ｨ����������ｭB�小　中　生 俘)�Y�b�一　　般 佗b�

日本伝統工芸秀作展 鉄(�CX�C8�ﾃS(�CX�C#��1，244人 ���3S#i�ﾂ�2，495人 店�3#cY�ﾂ�

郷土の化石展 鉄(�Cx�C#��ﾃS(�C��C3��3，538 ���3����3，822 嶋�33c��

鉄　　　斎 鉄(�C���C#��ﾃS(�C���C#2�1，765 �3���4，403 塗�3Csr�

合　　　　　計 �6，547 �(�3�3b�10，720 �#��3��2�
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第3章　　事　業　概　要

1．常　設　展

自然展示室l（ヤベオオツノジカ全景）

∴灘肇犠1㌧1、士 

軸。i信∵擁 

」遥三悪∴二 

（デスモスチルス）

‾＿ヽlh‾ 「 轟 �� ��

） 甑譲一一一一 劔 

∴ �� 

自然展示室2（系統樹あたり全景）
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（1）自然展示室

自然展示室は2つの展示室により構成されてい

る。自然展示室1は，郷土の自然とそのおいたち，

及び，人と自然の関係をテーマとして，ひとつの

流れのもとに展示を行い，自然展示室2は，岐阜

県の特色ある動物，植物，岩石，鉱物等について，

15のコーナーに分けて，個々にまとまりのある知

識が得られるような展示とした。

ア．展示のねらい

の　いくつかの例を示すことによって，岐阜

県の自然の大略がつかめるようにする。

（イ）自然界の秩序ある調和の姿を正しく知る

だけでなく，みずから考える場としての展示

とする。

㈹　すすんで屋外の自然にふれ，問題意識を

持って研究しようとする意欲のわく展示とす

る。

ィ．展示の方法

の　できるだけ自然のままの姿を再現する。

佑）視聴覚機器を導入し，理解を容易にし，

光と音と動きによって，感動と迫力を与え，

展示の目的を十分果たすようにする。

㈹　学術的研究にもとづき，わかりやすく，

まとまった展示とし，解説文は短くする。

由　資料の単なるら列ではなく，ストーリー

のある展示とする。

㈲　生涯教育の場として，幅広い層に親しま

れる展示とし，中学校程度の学力と理解力を

標準として，わかりやすいものとする。

偽）解説指導により，討論の場となるような

展示とする。

以上のような考えのもとに展示構成を行ったが，

更に一層わかりやすく，かつ親しみやすい展示

となるよう今後，研究努力していきたい。



（2）人文展示室

自然展示と同じく人文展示も2つの展示室から

構成されている。人文展示室1では，「郷土のあ

ゆみ」をテーマとして，郷土の生いたちと歩みを

時代を追って展示し，岐阜県の歴史を通史的に概

観できるものとし，展示室2では，郷土の優れた

美術品及び特色ある工芸品を体系的に分類，展示

して理解と関心を深めようと意図したものである。

したがって人文展示室l・2によって，岐阜県の

歴史の流れと文化の特性とを，総体的に把握理解

できるようにした。

なお以下人文展示室1・2の「展示のねらい」

及び「展示の方法」に関する基本的方針を下記に

しるす。

・人文展示室1

ア．展示のねらい

の　岐阜県の恵まれた飛山濃水の自然のなか

で　先人が築きあげてきた郷土の歴史が展観

できるものとする。

（イ）過去の歴史を知るだけでなく，展示をと

おして学ぶ意欲をよびおこすような展示とする。

ィ．展示の方法

の　厳密な考証と研究にもとづ〈正確性を期

し，平易な表現方法を用い，しかも来館者に

歴史との出会いの感動をいだかせるものとす

る。

（イ）表現方法は実物資料とあわせ，模型・複

写・複製品等を用いて効果的に表現し，感動

／一、－－一一一一一、－ニーノーー：一一 

－1，一 ∴．＿“＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿〆∴∴一∴ i確MSg〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇験iTii 看臆臆題醗蒜溌ii馳ii �+X���������蓼蓼��Tﾙ9｢� 

i‾i凝議 

一一ii海 

（人文展示室1）

（人文展示室1）

と迫力を与えるような視聴覚的技法を積極的

に導入し，臨場感に富む展示構成とする。

・人文展示室2

ア．展示のねらい

㈲　郷土の優れた美術工芸品を鑑賞できるよ

うにする。

（イ）単に作品を鑑賞するだけでなく，更に美

術品のうちに宿されている先人の創意工夫を

考える場とする．

ィ．展示の方法

㈲　郷土の特色を示す古美術や美濃焼，刀剣

などの美術工芸を課題として，実物資料を中

心に体系的に分類し展示する。

（イ）資料内容によっては，一定期間において

交替し，バラェティーに富んだ展示とする。

以上展示を貫く基本理念によっても明らかなよ

うに，本展示は郷土の歴史の流れ及び文化の特性

はもちろん，一点一点の資料のもつ価値と意味が，

より平易にわかりやすく理解できることを主眼と

し，かつその資料に対する専門的視野からの追求

をも充足できることをねらいとしたものである。

㌻講書園竪i 

∴∴一 几ﾘｶﾈﾄc�����vB�����

（人文展示室2）
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（3）自然観察のこみち

¢心、　　醐恥　　　　　（醐山） 
真　美∴複　の　山　や∴ま　・、＿一二一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ モミ・つつヤマ書 経輩≡∴「∴輩 　メタセコイアb 笑∴ゴC車重〕シテカシ・ヤフ上方バキ ぐ7　㌦． 蕊韓謹呈聖出。 

自然観察のこみち一帯は，高木層にアカマツを

主とし，タカノツメ・アオハダ・リョウブ，低木

層にヒサカキ・シャシャンボ・サカキ・ツツジ類，

草本層にシシガシラ・コシダ・オオバトンボソウ

などが見られる都市近郊農村地帯の輿望的な森林

である。優れた都市近郊のグリーンベルトであっ

たことから考えると，人間社会の歴史を植物的に

表現しているもので，自然とヒトとのかかわりを

中心課題に，自然観察会などをすすめるとき，そ

れなりに，絶好の教材の場の一つでもある。

また，確認された野鳥も，個体数の多い順にあ

げると，ポオジロ・カシラグカ・エナガ・シジュ

ウカラ・ムクドリ・キクイタダキ・コガラ・ヒガ

ラ・トビ・カラス・メジロ・キジバト・ヒヨドリ・

ツグミ・コカワラヒワ・カケス・モズ・ウグイス・

10

ヤマガラなど，都市近郊にあって，四季折々の探

鳥会などにも利用できる。

自然観察のこみちに沿った各所には，以上のよ

うなこの地に自生している植生に加えて，略図に

示したように，ブナ・トチノキ・サワグルミ・オ

ニグルミなどの落葉広葉樹，シイ・カシ類やヤブ

ツバキなどの常緑広葉樹，小鳥が好む実のなる木，

サクラやカエデ・ヅソジのなかま，それに岐阜県

にゆかりの深い特殊分布のヒトツバタゴ・シデコ

ブシ，ハナノキなども意図的に植栽している。ま

たツツジの丘などには県内産の主な岩石が置かれ，

三か所の見晴らし台からは，伊吹山をはじめ奥美

濃の山々，それに御岳山，乗鞍山を遠望でき，や

すちぎといこいの場ともなっている。



（4）郷土学習室

（郷土学習室）

博物館は観覧者が展示を見て抱いた疑問・問題

に解答しなければならないし，博物館資料をはじ

め広く文化や自然についての質問にも適切な指導

・助言ができるようでなければならない。それで

こそ近代的な博物館である。岐阜県博物館ではこ

れらの要請にできるだけこたえるように様々を施設

・設備を備えている。その中に郷土学習室と図書

資料室とがある。

郷土学習室は児童・生徒が自由に楽しく学習で

きる場である。展示室では手に触れることのでき

ない資料も，ここでは自由に手にとって，物の感

（5）図書資料室

図書資料室は研究者・学校・一般の利用者及び

学芸員の調査研究の場である。従来の博物館の図

書室は一般的に館内学芸員用であった。しかし当

館では一般に開放している点が大きな特色であり，

更に利用者が自由に図書を閲覧できるように開架

式にしてある。また他の博物館，研究機関等との

交流の窓口でもあり，入手した情報・資料はここ

に整備されている。文献は館内閲覧が原則である

が，館外貸出も要求に応じて行っている。配架

資料は図書が中心で　岐阜県関係約1600冊，その

他一般が約2500冊，計約4100冊を所蔵している。

ほかに分野別に分類された新聞のスクラップをは

じめ，スライド・写真・映画・ビデオ等の資料も

ある。

じを直接体験できる。また自由に本を引き出して

勉強し，問題点を解決していくこともできる。中

央のカウンターには解説員を常駐させてあるので

疑問点はいつでも気楽に質問できる。配備してあ

る資料は，図書・実物・標本・模型・スライド・

写真など多岐にわたっている。児童用図書は約600

冊，各種辞典をはじめ展示資料に直接関係のある

本が備えてある。標本には岐阜県に生息する動植

物の資料として，昆虫標本・陸貝標本・脂葉標本
・木幹標本，及び，地学関係の岩石標本と全国で

も屈指の化石県を示すように各種の化石標本など

がある。約8万分の1の縮尺である岐阜県地勢模

型は，地勢はもちろん，交通網などが一目でわか

る。これとほぼ同縮尺のアーツ衛星から撮影した

岐阜県の写真と隣り合わせに配置してあり，両者

を対比して学習ができる。また岐阜県の自然や歴

史・地理・美術工芸に関するスライド，更には地

理学習パネル・鳥類パネル・石器土器の模型など

も配置してある。

今後はこれらの資料の質量とも一層の充実を図

るとともに，活用方法の検討を加えていきたい。

醜聞胴囲圃醗 �� ������譁����

∴　国籍 剪�ギ　‾：＝： ��ｸ��yX�宛ﾂ� 

蟻酸言　っ　的 ��剪�∴ ��68ﾗR�

蟻 佶ﾉJ�68�6I�)t円ﾈ編�

（図書資料室）

今後も文献の充実を図り，情報提供がより十分

にできるようにしたい。

11



2　開　館　記　念　展

・郷土巨匠三人展

瀾譜技卑購買率蚤鶴翰

岐葺き崇語物繰
（開館ポスター）

1．∴ �� ��

∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 言 

「 ��覇 ��∴∴ 

∴ii。ii 
ー　／ 劔 �� ��

擬－ �� �� 劍ｼ��獲＿題＝‾‾‾ ��

（郷土巨匠三人展）
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郷土岐阜県が生んだ偉大な芸術家のうち，芸術

文化勲章を得た川合玉堂，前田青邦，荒川豊蔵三

氏の作品を一堂に集めた『郷土巨匠三人展』を，

岐阜県博物館の開館記念展として開催した。
「自然と人間の世界を思慕してうたいつづけた

最後の画人」と評される川合玉堂は，室町水墨画

と狩野派の伝統を受けつぎながらも，それにとら

われない玉堂芸術を完成させた。それは代表作，

「彩雨」に見事に表現されているが「鵜飼」

「寒山拾得」「雑木山」など26点を展示した。

前田青部の芸術は有名な素描の卓抜さを基礎に

して，極めて高い安定度の中で堅実な画風を作り

あげている。大和絵歴史画を根底にしながらも，

作域は肖像画・風景画・花鳥画に及び，題材は日

本はもとより，朝鮮・中国・西洋にまで広がって

いる。「観画」をはじめ，郷土を素材にした「郷

土の先覚」「鵜飼」など20点を展示したが，「郷

土の先覚」は青郎独得の線画が見事に生かされて

いる。

志野・黄瀬戸・瀬戸黒で重要無形文化財保持者

（人間国宝）の荒IlI豊蔵は名実ともに志野の第一

人者として今日でも“荒川志野“の創作に意欲的

にとり〈んでいる。やわらかい感じの白さとその

ところどころに緋色と称する赤味があたたかくに

じみでている志野を中心に，瀬戸黒・黄瀬戸の代

表作16点を展示した。

展示作品は全部で62点，いずれも逸品ぞろいで

今後これだけのものが一堂に集まることはまずな

いと考えられる。ただ，この展覧後の昭和52年10

月に前田青郎画伯が亡くなられたことは悲しみに

たえない。ここに謹んで哀悼の意を表するもので

ある。



展示品目録

●　川合玉堂

・川　　風　　　　　　・鵜　　飼

・鵜　　　　　　　　　・野末の秋

・秋渓帰樵　　　　　　・鮎　　釣

・茶　　摘

・彩　　雨

・雑木山

・鵜　　飼

・古駅雪雷

・鮎　　釣

・櫓の紅葉

・湖亭鋪暑

・朝陽隻鶴

・冬山村雪景

・梅　　稲

・祝捷　日

・鵜　　飼

・寒山拾得

・老松蒼鷹

・背戸の畑

・三保の松原

・富　　士

・茶　　摘　　　　　・龍

●　前田青郎

・鵜　　飼　　　　　　・紅　白　梅

・紅　　梅　　　　　　・獅子舞の図

・白　　頭　　　　　　・武者絵

・観　　画　　　　　　・激　　流

・三　日　月　　　　　　・郷里の先覚

・矢　　合　　　　　　・鯉

・三盃壷　　　　　　・芙　　蓉

・紅　白　梅　　　　　　・馬頭観音

・花　　鶏　　　　　　・祝　い　日

・牡　　丹　　　　　　・鵜　　飼

●　荒川豊蔵

・赤絵桃花流水水指　・志野　　　　盃

・瀬戸黒　　　茶碗　・黄瀬戸　　　茶碗

・志野　　　　茶碗　・志野梅の絵　茶碗

・黄瀬戸　　　花生　・瀬戸黒　　　茶碗

・志野蕨生の絵茶碗　・志野　　　　水指

・染付　　　　角鉢・志野玉堂の絵茶碗

・志野　　　　茶碗　・志野富様の絵茶碗

・志野　　　　徳利　・志野筍の絵　茶碗

・郷土スポーツ栄光展

私たちがより豊かな生活をめざすために，文化

というものを幅広く考えていくうえで　岐阜県博

物館の開館記念展としてすぐれた芸術を紹介する

とともに，文化遺産として県下のスポーツ界をと

りあげた。

岐阜県にはオリンピソク選手としてベルリン大

会の水泳200m平泳ぎで優勝した兵藤（前畑）秀

子，ヘルシンキ大会の陸上棒高跳びで6位に入賞

した沢田文吉，この両選手を筆頭に，オリンピッ

ク・極東・東亜・アジア大会というビッグ大会で

活躍した選手が数多い。『郷土スポーツ栄光展』

では，これらの国際大会で入賞を果たした37人に

ついて，その成果と栄光のメダル，トロフィー，そ

して絶ゆまぬ努力のあとをしのばせる汗と泥にま

みれたユニフォームなどを，選手別に展示した。

郷土のスポーツ界で第一人者として活躍してきた

選手のあとをふりかえり，これからの岐阜県を支

える若人たちに，夢と希望を与える機会になれば

との願いもこめて展示した。“前畑ガンバレ“の

あの実況録音も会場に流され，当時の感動を再現

するとともに，展示の趣旨を見る人に訴えた。
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（郷土スポーツ栄光展）



3．特　別　展

（1）昭和51年度

ア．ふるさとの文楽（8月1日一31日）

人形浄瑠璃は古い歴史をもち，庶民文化として

多くの人々に愛され親しまれてきた。県内におい

ても中山道をはさみ古くは約300年前から各地に

伝わり，その地域独特の文化として栄え，今日ま

で伝統芸能又は資料として伝承されている。

現在では本巣郡真正町の真桑文楽，瑞浪市日吉

の半原人形浄瑠璃，中津川市川上の恵那文楽が後

継者問題をかかえながらも毎年神社の祭礼に奉納

上演されている。養老町室原には室原文楽，大野

町民俗資料館には八木文楽，恵郡市には大井文楽，

関市富野には乙女文楽のそれぞれの歴史を持った

貴重な人形首・衣装類が保有されている。

これ等の資料の中には名工天狗屋久吉・近藤弁

舌・人形富・由良亀・吉田八十八・大江万造・吉

田金吾などの刻印・墨書銘の人形首や，桐竹門蔵

作の人形の手（挙手）など責重なものが多く含ま

れている。

ふるさとの文楽展では古来伝統芸能として今に

伝おる人形の一人遣い・三人遣いのそれぞれの文

楽を対象として資料の撰択をし総合的に展示をし

た。現在上演されている文楽においても，前述した

ように後継者問題は大きな課題となっている。と

もすると消え去ろうとする伝統芸能の中において，

芸術性を豊かにたたえた人形首等，文楽関係の資

料を展示した。その文化と美を味あうとともに，

そのすぼらしさを見直すことは今日意義深く，そ

の底に流れる人間の心をさぐり，伝承されてきた

文化に対する認識を深めようとしたものである。

∴∴ 鴨＿iii �� �� �����耳��ﾕ����ﾂ��� ����h���
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（ふるさとの文楽）
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なお，本展にさいし特に半原人形浄瑠璃，真桑

文楽の方々の好意による解説と実演がなされ，多

くの観覧者が直接文楽の一端に肌で接し多くの感

銘を受けたことは，本展の意義と併せ誠に幸いで

あった。

展示品目録

☆真桑文楽　　　　本巣郡真正町

「伽羅先代萩」九段目政岡忠義の段　情景展示

浄瑠璃本「鎌倉三代記」他1点

大道具　襖（ぼたんの図）

小道具　平敦盛之馬他5点

鼓，締太鼓，拍子木とつけ板

人形首　大蟹，お福他6点　人形　八百屋お七

裸人形（三人遺），女眉根

人形の手　桶竹門戯作琴手他5点

人形の足　くつ足他2点

人形遣い手　下駄，衣裳黒子

文書資料　明治32年真桑人形郷土芸術覚他1点

☆半原文楽　　　　瑞浪市日吉町半原

「絵本大功記」十段目尼ヶ崎の段　情景展示

浄瑠璃本「大功記本能寺」他2点

三味線・鼓・小太鼓他2点

人形首　由良亀作他6点

人形　　弁慶，謙信

☆恵那文楽　　　　中津川市川上

「奥州安達ヶ原」三段目袖萩祭文の段　情景展示

人形首　人形喜作眠り娘，丁稚他5点

人形　　舌出し三番斐

☆大井文楽　　　　忠邦市大井町

人形首　天狗屋久喜作他9京

人形　　皐月

☆乙女文楽　　　　関市富野

人形首　八汐，判官，もろとう

人形　　沢市，お里他l点

☆八木文楽　　　　揖斐郡大野町

人形首　5点

人形首内部構造を示す資料5点

☆室原文楽　　　　養老郡養老町

小道具　屏風，鎧椙他2点

人形首　5点　　人形　3点



ィ．熊谷守一展　（11月2日～30日）

昭和52年8月1日，郷土の生んだ洋画壇の巨匠

熊谷守一は適った。画壇の仙人とも超俗の画人と

もいたれ，その純朴な画風と俗心を超越した生活

は，現代社会の大きな清涼剤でさえあった。

本展が奇しくも，氏存命中における最後の熊谷

守一展となった。

彼の80年におよぶ長い制作活動にあっては，そ

の分野は油絵，牒本画，書などと幅広く，いずれ

もが人柄のにじみ出た，天性を示すものばかりで

あるが，本展では，その制作活動の中心である油

絵にポイントをおき，青年期の作品から順次変遷

してゆく画業の全貌を展観しようとした。

それは東京美術学校卒業制作の“自画像〃や出

世作の“ローソク“などの重厚な写実による明治

期の作品にはじまり，木曽での“馬“や二科会に

所属したころの“赤城の雪“などの印象派風の大

正期の作品。画風が一変しフォービズム風な“横

の裸、、などの昭和初期の作品。昭和15年ころから，

色彩・形態を単純化し大きな色面と東洋風の輪郭

線による独自の画風を示す“ヤキバノカエリ“，

戦後ますます純化した画境を示す“猫、、それに最

晩年の“老農夫““枯木“などである。

これらの作品から，彼の鋭敏な自然に対する観

察から得た冷巌な自然の秩序と，その対象から呼

びさまされた精神を合致させ，画布へ定着した熊

谷芸術の真髄の一端を示すことができた。

i■＼111－＝ �� ��ｨ�h�r�／∵∴ 畿！ 　∴ 劔ux�����
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（熊谷守一展）

展示品日録

No．　　題　　　名　　　　制 作

（油　絵）

自画像（卒業制作）　1904（

半裸婦　　　　　　　　1904（

横向裸婦　　　　　　1904（

ポプラ秋景　　　　　1905（

ローソク（第3回文展）1909（

フンプ　　　　　　　　1910（

馬　　　　　　　　　　1910（

父　　　　　　　　　　1910（

甥　　　　　　　　　　1913（

赤城の雪　　　　　　　1916（

秀子夫人像　　　　　1918（

松

向日葵

横の裸
炉辺の女

海岸風景（大島）
吉田富士
長良川

安良里港
金魚
海

鉢山
ヤキバノカエリ

化粧
あじさいと鶏

朝陽
猫

雪

はだか立像

紅葉
椿
たたみ
坐裸婦

きんけい烏

枯木
老農夫
ざくろ

獅子頭

（日本画）
39　かたつむり

40　柿

41相称

（喜）
42　五風十雨

（彫　刻）

43　はだか

44　裸婦

45　臥裸婦

1925（

1928（

1930（

1933（

1935（

1936（

1936（

1940（

1940ころ

1940ころ

1943（

1947（

1956（

1957（

1958（

1959（

1959（

1963（

1966（

1966（

1968（

1972（

1972（

1976（S・51）
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（2）昭和52年度

ィ．日本伝統工芸秀作展（5月3日－29日）

日本の工芸技術の伝統は，世界の中でも特にす

ぐれたもので　その種類は豊かで技術的にも多岐

にわたり，かつ高度の発展をとげてきた。

その伝統工芸のよさを広く県民に紹介し，無形

文化財の保護と育成を一層強力に推し進めてゆく

ために，文化庁の後援により開館一周年を記念し

て開催した。

展示内容は，陶芸・染織言漆芸・金工・木竹工
・人形の各分野で86人の重要無形文化財保持者の

制作した作品112点を展示した。日本の風土の中

で長い歴史に培われた伝統工芸が現代に生き続け

ていることをみることができた。

陶磁器の土と火と柚と文様のもつ美しさ，漆器

の緻密な味わい，金工の素地のもつ深い味わいな

ど，身近に息づく伝統工芸の香り高い芸術性と親

密感は見るものに深い感銘を与えた。

なお，5月5日には東京芸術大学教授前田泰次

氏を招き，「日常生活の中に見られる工芸美の伝統

について」の講演会を催し，更に会期中「色鍋島」

・「蒔絵」等の伝統工芸技術映画を上映し，伝統

工芸理解への資とした。

（日本伝統工芸秀作展）
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展示品目録

陶　芸

紅忘野茶碗他1点（荒川豊蔵）・柿和宣他3点（石黒宗麿）
色鍋島更紗文大皿（12代今泉今右衝門）
色絵かるかや文鉢（13代今泉今右街門）
砧青磁筒花生（宇野宗嚢）・灰和流懸大平皿（江崎一生）
白磁牡丹文大鉢（奥川忠右街門）・油滴天日大鉢（加藤幸兵衛）
萌葱金欄手九冨他6点（加藤土師萌）
備前焼大鉢他l点（金蔓陶陽）・祥瑞みかん形水指（Ii1滴竹春）
古上野和平鉢（高徳元）・染付柘瑠文壷（近藤悠三）
色絵草花文蓋物（12代酒井田柿右衛門）
柿右衛門濁手草花文大鉢（13代酒井田柿右衛門）
萩焼茶碗（14代板倉新兵衝）・青磁大鉢（清水卯一）
薫陶構文大皿（田村耕一）
赤地金銀彩羊歯文飾壷（他6点）（宮本憲吉）
唐津水垢他1点（中里錬磨）・青軸十文字大鉢他l点（浜田庄司）
備前大徳利形壷（藤原啓）・備前鉢（藤原雄）
萩焼水指他l点（三輸休和）

染　織

木綿地型絵染壁掛「竹取物語」（稲垣稔次郎）
献上博多帝（小川善三郎）・紅型竹文麻地夏長着（鎌倉芳太郎）
班会錦牡丹唐草文語（喜多川平朗）
縮緬地友禅あおい文振袖（木村南山）
精好仙台平「利久」（甲田栄佑）
江戸小紋着物「似たり大小島津」（小宮康助）
長板中型蛤文浴衣（清水幸太郎）・細緻着物「漫」（志村ふくみ）
一越縮緬地理絵染着物「松」（鉛田照：欠）

手織木綿地型絵染着物「壷屋」（芹沢鍾介）
芭蕉布縞餅着物（平良敏子）・友禅票雷神「青雲」（中村勝馬）
友禅訪問着「桂垣」（森口華弘）
有松鳴海絞襲取蜘蛛浴衣他1点（愛知県絞技術保存会）
錆入稿生平着尺他l点（越後上布小千谷綿布技術保存協会）
久留米餅古城文着尺他l点（重要無形文化財久留米餅技術保持者会）
平結城亀甲餅着尺160通他1点（本場結城紬技術保存会）

漆　芸

曲輪造米食籠他l点（赤地友哉）
さんま草花文八角食籠（横井如真）
さんま陽炎盆（桜井正美）
金銀平文千羽鶴の箱（大場松魚）
彫漆貝母文葉子器他1点（音丸耕堂）
堆漆茶人（音九淳）・螺細鷺之図漆箱（片岡華江）
乾漆竹菓子器他1点（高野松山）
蒔絵水鏡水垢他1点（田口蓄国）
三彩茶人（田所芳哉）・沈金芋絵飾箱（前大崎）

諾節線文盛器他1点（増村益城）
蒔絵螺錮有職文飾箱他2点（松田権六）
乾漆千段巻中火（松波保真）
金　工

鍛鉄銚子（井尾敏雄）・砂張銀染地鉄鉢（魚住安彦）
鶉金具（大木秀春）・鵬銀象秩鶉水滴（桂盛行）
回文菱花器（香取正彦）・独楽釜（角谷一室）
糸巻広口釜（菊地正直）・鍛鉄花瓶（後藤学）
杢日金小箱（進藤玉明）・替蓋付朱銅虫形香合（介III芳秀）
赤銅接合皿（関谷四郎）・渡文筒釜（高橋敬典）
腕銀筒花生「落水譜」他l点（高村豊岡）
銀象族七宝薬袋打釜釣（寺西宗田）
黄銅文六角長手筈（内藤四郎）
はじきはだ田口釜他1点（長野蛭志）
七宝文釜（畠春斎）・かすみ金方形壷（八木原正寿）
八つ木瓜形唐草象嶽鍔他l点（栄光太平）

木竹工
竹籠「あんこう」（飯塚娘子千斎）
竹刺繍萎繋文飾箱（飯事家中王子斎）
木瓜形老松盆（太田芝山）・棒親子筋拭漆大盆（川北浩一）
栃杢拭漆手箱（黒田辰秋）・網代拙稿角形茶人（佐藤省州）
白竹筒通花入（生野祥雲斎）・五木拭漆八角皿（疎音一正）

人　形

紙塑人形「地久」（鹿児島寿蔵）
衣裳人形「清泉」（平田郷陽）・衣裳人形「瀞」（塘柳女）



ィ．郷土の化石展（7月21日－8月31日）

岐阜県は岩手・高知などの諸県と並んで日本列

島の中でも有数の化石産地をもつ県である。産出

する化石は時代からいっても日本で最も古い（古

生代シルル紀）ものからほとんどの時期にわたっ

ており，種類も動植物とも豊富で　古生物や地質

の研究資料として重要な役割を果たしている。

この特別展ではこうした多くの種類の化石の

うちで特に有名なもの，すぐれた標本，めずらし

いものなど化石の収集家が秘蔵する標本ばかりを

一堂に会して一般に公開することができた。

特別展示室を第1室として，岐阜県産の主要を

化石を時代別（産地別）にしてケース内展示とし

た。最古の三葉虫（ェンクリヌルス）や福地産の

日本最大の直角石などにはじまり，赤坂金生山の

ベレロフォンやソレノモルファなど精選された各

種貝化石へと続き，中生代では手取層のシダ植物

化石やアンモナイト，更に第三紀では可児産のサ

イやゾウなどの骨格，ビカリヤなど瑞浪の貝化石，

第四紀のヒグマやオオツノジカなど洞穴産の動物

化石，総計170点余りが勢ぞろいした。第2室で

は化石の学習コーナーを中心にして，手にとって

の肉眼観察やコノドントや有孔虫化石のように顕

微鏡下でみられる微化石を配列し，ナウマン象の

実物大骨格図や化石の学習図書コーナーも含めて

展示を構成した。

（郷土の化石展）

展示資料目録

〔シルル・デボン紀化石〕

・三葉虫4種

・ハチノスサンゴ2種

・四射サンゴ4種

・層孔虫

・腕足類2種

・ウミユI）の茎

・直角石

・巻貝

・サンゴと層孔虫など18点

〔石炭紀〕

・貫井iサンゴ類

・腕足類

・海綿

〔ペルム紀〕

・紡錘虫類2種

・四射サンゴ

・床板サンゴ2種

・腕足類2種

二枚貝2種

・巻貝5種

・ツノ貝

・オウム貝

・ウミユリのプレート

・ウミユリの茎

・三葉虫

・ウニのトゲ

・シカマイア

・アンモナイト3種

・石灰藻

・材化石

・小型巻貝

など47点

〔三畳紀〕

・放散虫

・コノドント

〔ジュラ紀・白亜紀〕

・二枚貝2種

・矢石

・アンモナイト3種

・シダ類の葉4種

・イチョウの棄

・ソテツ類の葉

・球果類の葉

・珪化木

・花粉の化石

など41点

〔第四紀〕

・コハク入りの昆虫

など14点

〔新第三紀〕

・小型有孔虫

・二枚貝Il種・巻貝6種

・トンボの羽

・淡水魚類

・カニサイの下あごの骨と腕

など

・ヒラマキゾウの足の骨

・ミノシカの肩の骨

・デスモスチルスの腕の骨

・ヒゲクジラのあごの骨

・サメの歯・オウム貝

・水蓮の葉

・カエデの薬と異果

・トクサの茎

・メタセコイアの葉

・ハンノキ

・マツの球果

・フナクイムシの巣穴

・ヒシの実

・淡水生の二枚貝

・ホンブナの葉

・オオミツバマツの球果

・珪藻の化石

・ナウマンゾウの歯

・ヒグマの下あご

・ヤベオオツノジカの歯・足

の骨

・ニポンムカシジカの下あご

・ハタネズミの歯

・ツキノワグマの歯

・エノキの埋れ木

・ツガ・ハンノキなどの花粉

の化石

・ニホンオオカミのあご
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ウ．鉄　斎　（10月29日一11月23日）

画家であり，かつ，和漢の学問に対する豊かな

教養のあった富岡鉄斎（1836－1924）は，近代日

本絵画史上，世界に誇り得る画家の一人である。

初期は大和絵，中期には明・清の南画などの古

今手法を学びつつ，次第に大胆な造型と絢爛豪華

な色彩を用いる独創的な画風を打ち立て，生涯に

約1万点余の作品を残したといわれている。

華やかな色彩の中に一段と輝きを増す墨色の鮮

やかさが　胸中から泉のように自然にほとばしり

出る鉄斎芸術が，近年国民画の代表として多くの

人びとの関心を高めていることに鑑み，宝塚市浦

荒神清澄寺の御好意を得，同寺の所蔵する約1，000

点の中から鉄斎の最高の画業をしのぶ代表的名品

約100点により，「特別展・鉄斎」を開催した。

会期中6，000人以上の観覧を数える盛況であっ

た。特に，六曲屏風「富士山図」や額装「羅漢図」，

掛軸「擬土佐又平筆法遊戯人物図」など，観覧者

は足をとめ，鉄斎芸術の真髄にふれていただけた

ことと思っている。

まな11月13日には鉄斎研究会主催による鉄斎

作品の研究会が開催された。県内各地の鉄斎画所

蔵の諸子が56点を相持ち寄り，富岡益太郎氏等5

人の鉄斎研究の講師によって鑑定研究が行あれる

など，多くの人びとの関心をあつめたこともみの

り多い特別展の収穫であった。
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（鉄斎展）

展示品目録

番号　題　　　　名　　　　番号　題　　　　名

1　叡山雪景図　　　　　　51東城渇仰印図

菖蒲図蓮月尼賛

奴　図蓮月尼賛

隠逸時人図

越渓観楓図

日本絵図

漁礁問答図

淡彩山水図

空翠漫衣図

貧窮問答図巻

北野大茶湯図巻

石清水．伊勢，春日．三景図

蕉翁乗馬図

西洋医祖秘父像

月ヶ瀬図巻

天保九如章図

富士山図

漁礁問答図

茶倦渓居図

浅山勝菓図

勾白字詰七絶

松芝剛勤図

古石長構図

52　漁郎暮雨図

53　陳希夷倦窟図

54　丈夫心事二行書

55　空山静境図

56　盆前図

57　帝者師太公望釣魚図

58　静坐息機図

59　東破煎茶図

60　羅漢図

61前赤壁図

62　赤壁四面図

63　魁星間図

64　心遊仙境図

65　後赤壁図

66　三尊窟霊蹟図

67　瓢中快適図

68　蓬丘仙境図

69　吉祥衆叢図

70　山水・競業図

71普陀洛山観世音菩薩像

72　福内鬼外図

73　猿族捉月図

擬土佐又平筆法遊戯人物図74　西湖全景図

静観楽事帖　　　　　75　水墨清趣図

松藤・棲花図　　　　　76　聖者問答図

雪月花茶之書　　　　　77　富士山図

梅山幽趣図　　　　　　78　鴬宿構図

東涜神境図　　　　　　79　書面不矯図

萬蔵書　　　　　　　　80　瓶菊図

倍責図　　　　　　　　81能因法師図

十牛図意図　　　　　　82　渓居請書図

多福多焉多男子図　　　83　立身木図

遠山雪景図　　　　　　84　昇天龍図

蘇子笠履図　　　　　　85　聖者舟遊図

猛虎図　　　　　　　　86　蓬莱山図

王元之竹棲記図　　　　87　前赤壁賦

衆沙為塔図　　　　　　88　名花十二客絵染付吸物疏

自居易問鶴請書　　　　89　菟道眞景詩画器局

東浦倦苑図　　　　　　90　人物絵染付急須

三宅吸酢図　　　　　　91鶴亀給付丼鉢

鍾旭嫁妹図　　　　　　92　松竹梅霊芝絵料紙文庫

画帳束破談　　　　　　93　松芝不老絵文墓

朝晴雪図　　　　　　　94　蓮絵染付茶碗

孔明席耕図　　　　　　95　扇式菓子鉢

乗樟温海図　　　　　　96　松絵釜銘松風

四君子絵桐四枚折屏風　97　清風二字責茶式大旋

伏魔大帝閑雲長像　　　98　傍銅器式桐香惟

茂松清泉図　　　　　　99　億毒害貢茶式器局

福禄焉図　　　　　　　100竹詩画団扇
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4．資料紹介（昭和52年度）

（1）幕末文人遺墨　（9月15日－30日）

資料紹介点数　25点

文化，文政期以後幕末の約70年間は，美濃にお

ける文化興隆の一大盛期といえる時期である。こ

の間には，美濃大垣から出て日本の李白と称され

た梁川星厳をはじめとして，村瀬藤城・江馬細香，

・後藤松陰等多くのすぐれた文人が美濃に輩出し，

とり貞男ナ美濃文壇においては漢詩文が風靡し，当

県文化史上最も充実した一時期である。

こうした郷土文化の特質を背景として，本資料

紹介は，幕末期美濃に活躍した文人のうちから，

特に梁川星巌とかかわりの深い文人，及び美濃来

遊以来多くの影響を与えた頼山陽とその門人を中

（2）野鳥（10月4日－23日）

岐阜県は豊かな自然環境に恵まれ，野鳥の数も

多い。なかでも，地理的条件から山地性の種類が

多く，水辺の烏は比較的少ない上に，渡り鳥の多

いことも大きな特徴である。

この資料紹介では，池村兼武氏から寄託された

野鳥コレクションを中心に，館蔵資料を加えて，

留鳥，漂鳥，渡り鳥（夏鳥，冬鳥，旅烏）に分類

して紹介した。まな　展示に当たっては，できる

だけらからで展示して特徴が相互に比較できるよ

うにした。

なお，この資料紹介展により，身近な野鳥につい

（3）「写真紹介」郷土の動植物（1月5日～2月26日）

標高差が大きく変化に富んでいる郷土の自然に

ついては，その一端が常設展示で紹介されている

が，今回は，写真資料紹介として，常設展示とは

違った角度，違った内容を紹介し，郷土の動植物

への理解の深まりをねらった。

野鳥の生態としては，アカモズ・シメ・ゴイサ

ギ・オシドリなど，足の形やくちばしの形で　そ

の住み場所・えさとのかかわりを示すものを，11

枚，郷土の植生として，高山植物の世界かち常緑

広葉樹林までを，植生景観写真37枚を配した一大

パネル内に垂直分布モデル図に配置，更に花の分

心に13人の遺墨25点を選び紹介したものである。

紹介資科はすべて，多年郷土の文人遺墨資料収

集に努力されてきた石田鎌一氏の好意により今回

当館に寄託された資料をもとに開催したものであ

る。

なお，本展を開催するに当たり，資料解読の労

をはじめとして，多大な力添えを富長覚夢教授か

ら仰ぐことができた。特に会期中「大垣文教之心

発掘顕彰会」主催により，約40余人の会員参加のも

と，富長教授の卓越した資料解読及び解説の講演

が終日展示室において開催されたことは，本資料

紹介の意義を一層深めるものであった。

ての理解を深めるとともに，愛鳥精神の育成を図った。

展示には，野鳥は〈製121点（留鳥40点，漂鳥

27点，冬鳥29点，夏鳥11点，旅烏4点，その他10

点）をケース内及び立木にとりつけて展示し，鳥

の名称と特徴を紹介した。なお，野鳥生態写真や

愛鳥キャンペーンのパネルによる愛鳥精神を高め

る呼びかけのコーナーや，「この烏の名前は？」で

野鳥の名前をあてるコーナーや，野鳥関係の参考

文献の展示，それに，博物館を取り巻く百年公園

内で見ることのできる野鳥も展示し，野鳥への興

味と関心の高揚を図った。

布として，クロユリ，ゴセンタチバナ，ツバメオ

モト，ササユリ，シデコブシなど，各種ごとの生

態写真に分布図を添えて26枚，カモシカの生態と

して，寒立ちや授乳のようすなど11枚，そしてハ

チの生態として，他の昆虫やクモなどをつかまえ

て幼虫に与えるカリバチ類を中心に，アオムシを

運ぶジガバチ，クモを狩るオオンロフベッコウ，

トックリバチの巣作り場面など17枚，午年にちな

んで木曽馬のはく製l体，日和田や野麦などでの

放牧写真11枚，総計113枚の写真資料を，半切な

いしは四切版で展示紹介した。
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5．資　料　状　況

（l）自然資料

館　　　　　　蔵 劔巨 弍��R�計 

実物 兒��ｲ�その他 ��弍���Zｨ�ｦ��

動　物 度�3�s��41 ��#��（5，631） ��r�109 度�3CsB�

植　物 ���3cSB�25 ��cr�（1，437） ���0 ���3イb�

岩石鉱物 都cB�5 田"�（48） �#��3 塔SB�

化　石 塔3B�27 ��r�（442） �3B�0 涛�"�

その他 鼎b�22 ��3��（4） ���0 ��唐�

計 ����3Cr�120 鉄�B�（7，562） 都��112 ����3#ィ�

複製には模型・ジオラマを含む　　　　　昭和53年3月31日現在

ア．寄贈者芳名一覧　（敬称略　順不同）

昭和51－52年度

資　料　名　　　　　　　　点数　　芳　名

ニホンツキノウグマ骨格ほか　2　長屋　喜一

イノシシ頭骨　　　　　　　　1　長屋　鉄美

ポンドキツネ幼獣　　　　　　l　成瀬　亮司

イノシシ剥製　　　　　　　　1　林　　久雄

板取川窪魚類　　　　　　　　17　長屋　隆人

長屋　倭人

ホタテガイほか　　　　　　　　4　大垣内　宏

ブラックバス　　　　　　　　　2　成瀬　審一

ミミズの研究資料　　　　　　3　古賀　広章

ミカドマイマイほか（生体）各種　大橋　　健

ヤマセミ

木曽馬

カワウ

ハツカン剥製

植物押し葉標本

ネズコ大径木標本
一梨含礫片岩

倉越原溶岩礫・火山豆石

ウリノキ化石

軟体動物化石

材化石（白亜紀）

百葉箱

非海産貝類標本ほか

1　丹羽　　宏

1　名古屋鉄道KK．

2　海津町漁業協

同組合

l　若園　春三

多数　岐阜県高校生

物教育研究会

1　黒木　敏春

l　向田　真一

2　山田　健治

1　福岡　時男

55　瑞浪市化石博

物館

カスミサンショウウオ　　　　1
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ヤマカガシ

トラツグミ，

アユ稚魚

ハス

ィ．主要寄贈品紹介

＜カワウ＞

岐阜県海津郡海津町日原（長良川畔）で採集さ

れたカワウを海津町役場産業課から寄贈を受けた。

この資料を剥製とし，自然展示室2の「ウとアユ」

のコーナーで　鵜飼につかうウミウとカワウの比

較の紹介として展示している。

＜非海産貝類＞　（乾燥標本）

イセノナミマイマイほか，455種，1，626点を

岐阜県羽島郡笠松町米野の宮崎惇氏から寄贈を受

けた。この資料は，長年にわたって岐阜県内各地

をくまなく歩いて採集されたコレクションである

こと，及び，県内非海産貝類の生息状況をつかむ

上でも貴重な資料といえる。

＜ネズコ大径木＞　（木幹標本）

木曽五木のひとつに数えられる径100cmの木幹

標本で　樹齢約255年，御岳山麓大野郡朝日村産

のもので　久々野町橋場黒木敏春氏から寄贈を受

けた。御岳山麓は，伐採作業が進んで植林地が多

くなっており，今後こうした大径木の資料は入手

が困難と思おれ，貴重な木幹標本といえる。

＜白亜紀の材化石＞

中生代の材化石としては荘川村西部の手取層中

から産するXenoxylon（立木樹幹の化石）が有

名である。しかし，国府町牛丸喜郎氏から寄贈さ

れたこの標本は，それらとちがって白亜紀末期の

凝灰岩（国府町宮谷川層）中からみつかったもの

である。この時代の植生を示す手がかりとして数

少い資料で，詳細は東京学芸大学木村達明教授に

より研究中であるがカラマツの一種とみられる。

＜火山豆石＞

この岩石は美濃加茂肩山田健治氏かち寄贈を受

けたもので　加茂郡白川町新津の濃飛流紋岩類の

水底堆積層中に含まれている。火山灰が球状に固

結したもので中心には核がある。長径5－10mmの

郎　　　ものが多く，まれに30mmに達するものもある。空

平　　　中で噴火書中の水滴によって火山灰が接合して核

惇　　　となり落下しながら外殻を成長させて地表に達し

司　　　たものといわれている。
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（2）人文資料

館　　　　　　　蔵 劔借用 弍��R�計 

実物 兒��ｲ�その他 ��弍���Zｨ�｢�

考　古 ��s��45 鼎��（157） �#s��336 塔s"�

歴　史 鼎c2�11 都b�（463） �3��1 鉄�"�

民　俗 鉄コ�2 都R�（585） �3C��0 ���3��2�

美術工芸 鉄b�21 �32�（55） ��Cb�459 都�R�

その他 ���5 ����（0） ���0 ��b�

計 ���3#�2�84 �#3b�（1，260） 都ヲ�796 �8�3�モ�

複製には模型，ジオラマを含む　　　（昭和53年3月31日現在）

鉄油滴花瓶　（自作陶器）

ガレナ和栗物体　（II）

志野茶碗

鉄柵壷

志野茶碗

白粕黒花紋花瓶

鼠志野花碗

鳴海織部茶碗

鼠志野花入

灰袖水指

ア．寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）　　　　志野花入

昭和51－52年度

資　料　名

末代塑造彩色仏頭ほか

刀剣（兼正）

刀剣（昭平）

藤原市三郎作「末法五濁」

河村日昌二作　俳画

II　　　　二折屏風

温故焼陶芸作品

錆

ウインチェスター銃ほか

美濃国河道変遷図ほか

高富薄々札及び地券

明治百年珍品・げてもの

がらくた民俗資料

ヒアマ・燭台・雪鋤ほか

ひょうたん

竜吐水・駕籠・鎖睦子ほか

縄文式土器片

家形石枯

対米宣戦布告号外ほか

地券

牧野英一遺稿

小学校通知書

金泥紅梅花生（自作陶器）

碧相銀華獣頭方壷（I′）

紅白梅鉢　　　　（Il）

白茶大皿　　　（〝）

赤志野茶碗・青緑花器（I′）

志野茶碗

数　　芳　名　　　　花器「白い器」

3　国井増太郎　　　「千鳥」

1　大野　兼正　　　灰袖飾壷

1　亀井　昭平　　　花生「赫耀」ほか

l　藤原　とき　　　黄瀬戸胴紐茶碗

3　土岐　恭道　　　小糸焼花器・盆

1　河村すの子　　　抜絵天日水指　　（II）

6　滴水　温故　　　熊谷守一等「五風十雨」

1成木　一彦　　　雁爪・除草機・棒天秤ほか

2　長屋　鉄美　　　ムシロバタゴ・糸巻ほか

2　高橋　克馬　　　糸引機・コンロほか

12　桜井　謙吉　　　バンドコ・マユグリほか

岐阜県ユネス　　麦撒機・ひな人形ほか

223　コ協会　　　　　ラジオ・行燈・ランプほか

56　広瀬　　貢　　　背中蓑・手打ち

l　近田　精冶

l　熊沢　輝雄

1　加藤　精三

1　加藤　孝造

l　林　幸太郎

l　中島　正雄

1　美和　隆治

1　佐々木　正

1　安藤日出武

1　加藤　厚美

1　久野　勝生

l　岩尾　利員

l　安藤　博充

1　河合　竹彦

1　加藤　裕英

2　小林　文一

1　林　　景正

2　長倉　三朗

1　加藤　賢司

1　熊谷　守一

69　亀山　美義

19　塚原　孝一

8　藤村　一二

8　岸　　二郎

7　古川　　甫

7　古川　惣助

2　亀山　一弘

10　藤塚　仁郎

5　木村　義孝　　　　　ィ．主要寄贈品紹介

14　小林　　繁　　　く河道変遷図＞

l　東濃実業高校　　　岐阜県の西南濃地方は，流水利水の立場から輪

14　山下　春三　　　中地域と用水地域とに分けて考えることができる

3　平光　一郎　　　が　揖斐郡久瀬村高橋克馬氏から寄贈されたこの

11牧野　康夫　　　河道変遷図は，これらの両地域を関連づけるのに

3　木下　昭治　　　は重要な資料と言える。西南濃の河川の流路は変

1　加藤幸兵衛　　　化に富んでいるが，室町期より幕末期までの流路

l　加藤　卓男　　　の変遷が体系的，傭轍的に把握することができる

1　荒川　武夫　　　点でも貴重である。人文展示室1の主要な展示物

1塚本　快示　　　の一つである輪中模型を観覧したあと，両地域を

2　大橋桃之輔　　　結びつけ，具体的に考える資料として，今後活用

したい。
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6．教育普及活動

（l）昭和51年度

初年度における教育普及活動は係長以下3人の

スタッフにより，次の事業を実施した。

ア．案内活動

団体オリエンテーション用スライドの作製と，

このスライドにより当館の概要を平易に理解させ

ることができた。各団体には時間のある限り利用

した。

解説については業務嘱託員にその補助ができる

ための訓練を実施した。

ィ．教育活動

映画会の実施。実施期間（7／21－8／31）。岐阜県

の文化財（美濃編・濃飛編・飛騨編）外，県政映

画の紹介も含めて平日は1回，土・日曜日は2回

上映し，期間中約1900余人が鑑賞した。

半原文楽・真桑文楽の上演。実施日8／1，8／22。

地元の方々の熱演もあって盛況であった。

ウ．普及活動

広報誌として「博物館だより」2回，「博物館ニ

ュース」を発行。

展示資料目録を作製し，資料提供者及び関係機

関に配布。
「ふるさとの文楽」「熊谷守一展のリーフレッ

ト及び図録の編集発行。

概要書・リーフレットの作製配布等を行った。

そのほか図書資料室・郷土学習室を整備拡充し

図書資料室は夏休みの7月20日より一般公開した。

子∴ ��夢 ； 態 i露 ∵ ��態 †∴ 凅hｴ���

∴∴∴ 淀 ������R��h��h���b�

灘綴 擁燐 

i蹄：－i競i ∴∴‘、： ／練∴i言 

韮 

普 ��‾ぎ ー載 録 �� ��

一、笑韓i一∴車　高iン 凵�F∴ � 剪�犠i ヽ： 

（文楽上演）
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（2）昭和52年度

前年度と基本的には同じ方針を踏襲しつつ，今

年度は新たに視聴覚面での充実，博物館に対する

認識の拡大，図書資料室の蔵書数の増加等も加味

しながら仕事を展開し，観察会・体験学習会等の

教育活動分野への足がかりも得た。

ア．案内活動

51年度を踏襲。

ィ．教育活動

小中学生を中心に学校教育への援助活動を積極

的に取り上げ，学芸員による指導や，一般入館者

への援助も含めて「ここをじっくり」を館内発行

して，社数一体化の一翼を受けもった。

視聴覚機器の大幅な導入により，特にテレビに

よる資料の作製・保管・再生を図り，映画会は春・

夏・秋の特別展や資料紹介のときに広く一般県民

に公開。延5，969人が文化財や自然に関するフイ

ルムを鑑賞，博物館の果たす役割の認識を高めた。

春の伝統工芸秀作展では，東京芸大の前田教授

の講演会，秋の鉄斎展では，資料鑑定研究会や資

料講読会を実施し，参加者に多大の感銘を与えた。

（鑑定研究会）

ウ．普及活動
「博物館だより」2回，「博物館ニュース」は前

年のように「だより」の間を縫って広報誌として

発行。更に「展示案内」を編集発行し，県内の学

校関係はもとより社会教育関係団体に至るまで配

布，博物館のPRに努めた。

アンケートにより博物館への希望や要望をきき，

その改善に努力した。

資料図書についても市町村史を中心に約1000冊

の寄贈を受け，購入資料とあわせてその充実に努

力した。



7．日　誌　抄

（1）昭和51年度

4．1岐阜県博物館条例施行。

初代館長　小幡忠良外28人着任。

27　平野知事，博物館建設状況視察。

5．5　博物館開館記念式典挙行。

式典後一般公開。（9月30日まで無料）

開館記念展「郷土巨匠三人展」「郷土ス

ポーツ栄光展」開催。（6月6日まで）

5．9　岐阜県博物館協会総会。（岐阜医師会館）

6．8　東海博連絡協議会総会。（当館－9日ま

で）

7．14　皇太子・同妃両殿下御来館。

（自然展示室での皇太子御夫妻）

7．15　「博物館だより」第1号発刊。

8．1特別展「ふるさとの文楽」開催。

（31日まで）

半原文楽「三番史」上演。（講堂）

映画会始まる。（31日まで）

22　真桑文楽「阿波の鳴門」上演（講堂）

9．1屋良元沖縄県知事来館。

10．1入館料徴収開始。

日本博物館協会加盟。

18　第24回全国博物館大会。館長以下6人参

加。（高山市－20日まで）

20　日博協会長徳IiI宗敬氏来館。

11．2　特別展「熊谷守一展」開催。（30日まで）

熊谷守一夫人来館。

12．1昭和51年度博物館職員講習。1人参加。

（東京一国立社会教育研究所一12月15日

まで）

3．25　「博物館だより」第2号発刊。

（2）昭和52年度

4．1小幡館長退職，松尾克美館長就任。

24　鹿児島県県民局長徳重正夫氏来館。

5．3　特別展「日本伝統工芸秀作展」開催。

期間中，文化庁所蔵フイルムによる映画

会実施。（30日まで）

4　臨時開館。

20万人目入館。記念品贈呈。

（吉城高3年　野村昌子さん）

5　日本伝統工芸秀作展記念講演会実施。

（講師　東京芸大前田泰次教授）

6　臨時開館

25　中国展覧団，季団長一行6人来館。

26　アメI）力神戸総領事来館。

6．15　「博物館だより」第3号発刊。

20　日本博物館協会総会及び全国公私立博物

館長会議。館長出席（東京科博一22日まで）

20　昭和52年度博物館職員講習。前年に続き

1人参加。（東京国立社研一7月10日まで）

7．21特別展「郷土の化石展」開催。

（8月31日まで）

期間中，自然に関する映画会実施。

9．15　資料紹介「幕末文人遺墨」開催。

（30日まで）

22　第25回全国博物館大会。1人参加。

（熱海市－24日まで）

10．4　資料紹介「野鳥」開催。（23日まで）

映画会実施。（11月23日まで）

28　特別展「鉄斎」開催。（11月23日まで）

11．13鉄斎研究会及び資料鑑定会実施。

（講師　鉄斎美術館富岡益太郎館長）

18　「東南アジア青年の船」一行来館。

1．1「博物館だより」第4号発刊。

5　資料紹介「郷土の動植物」開催。

（2月26日まで）

3．23　「展示案内」発行。
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第4章

1．美濃，飛騨の甲害

（1）はじめに

昭和52年度当館では，特に郷土の歴史にかかあ

り深い武将所用の甲富を中心とした資料調査を実

施した。従来岐阜県においては，県内に残る甲胃

を対象とした資料の調査研究は，専ら各々の専門

研究者の手によって進められ，まだ組織的かつ体

系的に調査されたことはなく，したがって資料に

関する所在場所の確認等基本的事項すら容易に把

握できないのが実情である。

こうした状況の中で　今回の調査は，まず幕藩

体制下美濃，飛騨を支配した大名，旗本家所用及

び伝来の甲胃を主体に実施した。この時期特に美

濃は小藩が分立し，また多くの旗本家が入りまじ

ろ複雑な支配形態の下にあり，今回の調査により

不十分ではあるが，これら領主にかかわりがあり，

現存する遺品甲胃のいくつかを明らかにすること

ができた。これら甲胃は，その由緒及び資料内容

からみて，県下の甲胃の中でもとりわけ重要な位

置を占めるものであり，今後の活用のためその資

料記録をここに集録するものである。

なお，今回の甲昏調査は，甲胃研究家吉田幸平

氏の全面的協力により実施したものであり，特に

ここに集録した資料記録については，氏の手を煩

わすことにより作成できたものである。

（2）資料の記録

ア．紺糸威胴丸　八幡町　八幡神社蔵

24

郡上藩主青山家

伝釆　慶応年間藩

主青山公宣により

八幡神社へ奉納さ

れたものとされる。

○資料記録

兜

兜鉢　錆地平頂山

60間筋兜　八幡座

6段抱花擬宝頭形

座金　葵形葉菊透

彫，笠印鎌，響六

四天鋲有，

調査研究
鉢裏金箔置，十字力睾付

韓，饅頭晦，5段下り，本小札紺糸総毛引威，1

寸6枚，裾板緋威　八双金物抱葉菊付

吹返　仕付吹返，娼妓抱葉菊，覆輪付

前立・鍬形，金塗龍頭前立，三鍬形，鍬形台（施

薬菊透彫）

胴　（胴丸形式）

衡胴5段，立挙胴3段，本小札綿糸毛引威，1寸

5枚，胸板中央に施薬菊据紋，八双金物3（据紋

抱葉菊）　水呑鏡，采配錆付，

下散　8間5段下り，　　裾板菱縫緋威，練本小

札毛引威。

頼当

錆地目之下頬当。

垂　4段下り，裾板菱縫緋威，本小札紺糸毛引威

喉輪，垂2段下り，菱縫緋威，八双金物3（抱葉

菊透彫）

袖

置袖，本小札紺糸毛引威，l寸5枚　裾板　菱縫

緋威　八双金物3（抱葉菊透彫）　水呑錆（葉菊

透彫）力睾付

篭手11本篠篭手

イ凧楯　伊予象1凧楯

嬬当13本篠騙当，立挙亀甲縫，加古板金唐草何

時代考証　江戸時代中期　なお龍頭前立の保存

箱には，寛政4季年2月吉日作之，若井半治郎安

平（花押）の記録

がある。

ィ．紺糸成二枚

胴具足　名古屋市

高阪正光蔵

高須藩主松平摂

津守義行所用

○資料記録

兜

兜鉢　大円山18間

二万白星兜　1間

7点鋲巌星



腰巻星なし，前篠垂3本篠，座小，前篠板書竜彫，

後篠垂2本篠，座小，八幡座，4段重，径l寸，

笠印錆付，鉢裏十字睾付

韓，饅頭韓，3段下り，本小札1寸5枚，綿糸毛

引威，吹返，1段仕付吹返，吹返据放棄紋付，覆

輪枝菊彫

前立・鍬形・前立三ツ葵（葉菊三ツ葵），鍬形台枝

菊透彫，鍬形付

胴　二枚胴，衡胴5段，前立挙3段，後立挙4

段，本小札1寸5枚紺糸毛引威，采配錆・乳呑錆，

総角錆（枝菊透彫）付，胸板入八双金物付

下散，8間5段下り，切付小札（裏革張り）紺糸

毛引威，裾板緋菱縫

頼当　目之下頬当，垂3段下り，紺糸毛引威，

裾板，緋菱縫，喉輪，2段下り，紺糸毛引威，裾

板，緋菱縫

杏葉　葉菊三ツ葵据紋付

神　童袖　6段下り，入八双金物付，水呑錆

（枝菊透彫）付

等手

3本筒篭手，蝶番付，銘，明珍宗信作，手甲陸自

覆輪付

侃楯

伊予象凧楯

膀当

3本筒蝶番加古摺付，立挙亀甲縫

時代考証，江戸時代中期以降寛政の頃

ウ．糸緋威二枚胴朱具足　東京都　竹腰正夫

蔵

今尾藩主竹腰家伝来，なおこの甲胃には，下記

の由緒書がある。

道輝様未御甲胃之御由緒，文政6葵未12月御染

筆御唐植御出来二両納ル

慶長19年甲寅12月大阪之役石川主殿頭忠綱陣営

近今橋四町許時之城兵放鉄砲ノ急実。

正信君有事而到忠綱陣営時吾兵殆及狼狽正信君

之把所便持之，鉄砲6挺更放之城兵為之蹄易侍臣

中西権之助詞玉葉去帰後忠綱以使者贈朱漆甲冒一

領謝之次歳夏役着之発車

右三信君侍臣稲葉徳右工門所等記者也

○資料記録

兜

兜鉢，朱塗日根野

頭形

鴇，日根野鞄，5

段下り，板札毛引

威，角本付

前立・鍬形（欠）

胴

朱塗横矧二枚胴，

緋菱縫胴

下散　7間5段下

り，切付小札糸紡

毛引威

面頼　（欠）

袖　　　（欠）

等手

朱塗小篠，筏篭手

侃楯　朱塗板侃楯　膀当　朱塗越中膳当

なお，面頓は，竹腰家覚書にあるけれども現在

は欠。置袖欠は，陣羽織所用のためと思われる。

またこの具足は，試具足用を兼ぬて作製したもの

であり，他と比較して著しく重い具足である。

時代考証　江戸時代初期

工．黒塗紺糸威背割試胴具足　東京都　竹腰

正夫蔵

下記の記録あり

系譜井稲葉伝記

等二云

大阪夏御陣之時

道輝君ニハ背割之

具足エツルノ差物

瀬田卜云ル馬二召

シ真田崩レヲ御来

週御人数ヲマトメ

尾張流ヲ引具シテ

大旗ヲ馬前二建サ

セ天王寺ロヲ御乗

アゲ二相成武者振

ヨシトテ御車済後

モ評判セント也。
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稲葉伝記二

輝君大阪御召之具足ハ三信様へ御譲二ナルトア

リ，サラハ右ノ具足一着ニナレトモ今尾ニテ御唐

植入モ石IIiヨリ釆ル朱具足也。此背割三信公御召

也ハ，輝君ノ御譲ナル故ナリ。然ハ，天王寺口御

乗上ノ御具足也。

江戸二有りテハ，融ノ憂恐レアリハ，今般相迎

ス。以序今尾御廻二唐植一双ニシテ年始二カサリ

テモヨシ。又其地二差置年々正月11日新ロガ桃ノ

間ノ床ニカサリ，出合ノ者拝有りテモヨシ。篤卜

家老共江相中合而取斗ノ事。

○資料記録

兜　兜鉢，74間中星兜（奈良物）　八幡座　3

段重砲花付，卸眉庇，角本付

鞄，日根野鞄，紺糸素懸威，浮張，紺麻家地，

前立，鍬形　（欠）

胴　背割横矧五枚胴

前衡胴3段立挙l段の4段後胴5段，各段に弾痕

がある。すなわち前胴5発，後胴6発，右脚2発
・左胴2発の計16発にのぼる試打の弾痕がある。

下散，7間5段下り，切付小札，紺糸毛引威

裾板熊毛植毛

頼当　半頬（板類）垂鎖形，袖　（欠）　篭手

5本篠篭手，肩中條，手甲7旺透彫　侃相　中篠

筏侃楯　騰当　7本篠膵当

時代考証　江戸時代初期寛永期

オ．紋尽白檀塗絵蝶番二枚胴具足

岩村藩主松平能

登守来港公所用

○資料記録

兜

兜鉢，平頂山62間

筋兜　八幡座（欠）

響穴，四天鋲付

庇眉駒爪形，抜立

付，鉢裏要害根付

錨地，鉄幹形張受

付，抜立に特種羽

根付，角本付，

輯　板札5段下り

26

繰糸素懸威，裏金混塗，裾板菱縫黄櫨糸威。

吹返，五旺透彫，前立，鍬形（欠）

胴　総蝶番二枚胴

前胴，蝶番長側5段，胸取3段，板札黒糸威，胸

板，脇板金菓子地塗，蒔絵垂蔦紋，九二三枝葉南

天，胸板一枚金鍍金，蔦紋付，三箇鋲付

後胴，長側5段，背取4段，合打理・受筒付，背

板，脇板金菓子塗蒔絵垂蔦紋，三枚葉南天紋，

純増，金菓子地蒔絵蔦紋，三枚葉南天紋付

下散，9間5段下り，裾板に蒔絵垂蔦紋，三枚葉

南天紋，揺糸・下散域は黒糸威，但切損消失。

頼当

日之下頬当，（銘）明珍宗光（朱書）　錨地姥母

頼，蝶番付，耳の位置に撫子紋透彫，咽輪形

垂，板札5段下り，銀塗練糸素懸威，裾板，萌黄

糸菱縫，畦目紫糸威，面頬，垂に咽輪形蝶番付板

物付

袖（欠）　等手　5本篠篭手，手中には松平家

裏紋三業南天を付す。侃楯　板侃楯，4段下り

家地紋様山葡萄に栗鼠，　膀当　7本篠臨当，家

地紋様上に同じ。　采配　朱塗采配言垂菊八幡座

付，柄，鍍金覆色に垂蔦紋，錫鋼紋墨

時代考証，江戸時代中期

力．卯花成白檀塗二枚胴具足　福井県　金森

穣

高山藩主金森家伝

釆

○資料記録

兜

兜鉢　62間中星兜

八幡座5段重抱花

付

醇　饅頭鞄，白檀

塗切付小札，5段

下り，卯花総毛引

威

吹返　据紋15枚笹

鍬形，龍頭鍬形

笠印錆付

胴　白檀塗総毛引威二枚胴　前胴，衡胴5段，

立挙3段，後胴，衡胴5段，立挙3段，胸板堀金



物枝菊透彫，据放く籾醤草，総角錆付枝菊透彫

据紋籾聾草，乳呑錆，薬篭袋付，下散，7間5段

下り，本小札白檀塗白糸毛引威，菱縫白糸

頼当　朱塗目之下頬当，垂4段切付小札，白檀

塗総毛引威

神

大袖7段下り，本小札l寸7枚白檀塗白糸威総毛

引威

八双金物，水呑錆

枝菊透彫，据紋籾

醤草，篭手　白檀

塗小田篭手，侃楯

紋散鎖侃楯，指紋

細管草，桔梗

蠣当　白檀塗篠膀

当，甲懸付

時代考証，江戸時

代中期元禄の頃

キ．紫糸素懸

威二枚胴具足，福

井県　金森　穣

伝金森長近所用

○資料記録

兜　兜鉢，越中頭形，前正中2本角本，八幡座

穴有，鞄　日根野鞄，板物紺糸素懸威，前立（欠）

胴　錆塗紫糸素懸威二枚胴

下散，金箔塗7間5段下り，裾板熊毛植毛

頼当　半頬，垂3段下り紺糸素懸威板札

袖（欠）陣羽織着用のため袖を欠いたものと推

定，篭手　筏篭手　偏楯　板侃楯，膀当　7本越

中膀当

時代考証　戦国時代末から江戸時代初期と推定

ク．金小札浅葱糸成胴丸　丹生川村　住吉神

社蔵

美濃茜部出身の戦国武将堀秀政所用の甲胃と伝

えられるが，秀政とは従兄弟の間柄にある堀直政

の流れをくむ堀家伝来のものと考えられる。なお，

この甲富は，昭和28年高山在住の中谷鶴次郎氏に

よって住吉神社に奉納されたものである。

○資料記録

兜　兜鉢，大円山20問2万白巌星兜，星1間8

点，腰巻l点の9点，二万日篠垂，前3本，後2

本，篠板枝菊透彫，八幡座，座金5段重，裾座金

枝菊，響穴，笠印錆付

韓　笠鞄　金小札4段　絹糸総毛引威，裾板緋威

枝菊透金物5ヵ所

吹返　4段の2段吹返　据紋釘抜紋

前立・鍬形　釘抜の前立・鍬形台枝菊透彫

胴　胴丸

衡胴4段，立挙2

段，金小札l寸4

枚，浅葱糸総毛引

威，八双金物，枝

菊透彫，胸板睾紋

様樺獅子紋，総角

鏡木瓜形枝菊紋

下散　8間5段下

り，金小札浅葱糸

総毛引威（練小札）

裾板緋威各下散枝

菊透彫金具付

杏葉　2個釘抜紋

頼当　黒塗目之下頬当，垂金小札浅葱糸毛引威

3段下り，裾板緋威枝菊金具付，　喉輸　垂2段

下り，金小札浅葱糸毛引威，一之板・裾板（緋威）

八双金物枝菊透彫，袖　広神6段下り，金小札l

寸4枚浅葱糸総毛引威，裾板緋威枝菊金具付，折

環付（八双金物枝菊透彫），水呑環付（枝菊透彫），

力草付，篭手11本篠篭手　触手甲，釘抜紋付，

侃楯　伊矛象侃楯　腰当　5本篠加古据膳当，唐花

紋，立挙亀甲縫，甲懸熊毛付

時代考証　江戸時代中期享保之頃

ケ．紺糸威二枚胴具足　関市　大雲寺蔵

旗本迫間大嶋家伝来，第5代義苗，第6代議順

両公所用のものともいわれる。

○資料記録

兜　兜鉢　錆地平頂山四方白32間筋兜，八幡座

5段重砲花，四方白之位置無鍍金，玉垣有，篠垂

前3本，後2本・側1本，小星両面23点2列

鞄，饅頭蹄，5段下り，直眉庇，菱経の板に透彫

金物3個有
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吹返　指紋迫間大嶋家家紋，三揚羽蝶付

兜・（銘）常州住早乙女家忠作

胴　横矧二枚胴

胸取2段，腰取2

投花板札紺糸素懸

威，家紋梅鉢有

水呑鏡，乳呑錆付

八双金物は，江戸

時代中期以降の出

八双金物，合当理・

総角之錆有

下散　5段下り，

切付小札総毛引威

腰睾付，杏葉　打

出三揚羽蝶，純覆

輪，頬当　錨地総画一枚打出面，髪眉銀蒔絵

袖　広袖，花板札毛引威，折環，水呑錆付

等手　鏡地紋壷小田篭手　大嶋家裏紋梅鉢

侃楯，板侃楯　騰当　錨地9本篠膳当，甲懸有

時代考証　江戸時代中期，但総画頼当は戦国末期

コ．白萌黄段威二枚胴具足

伝大垣藩城代家老

大高金石衛門所用

○資料記録

兜

兜鉢，平頂山42間

総覆輪筋兜各間金

銀鍍金枝菊象韻，
八幡座大葵菊座4

段重，卸眉庇，抜

立付，笠印錆付，

兜銘，9月吉日，

明珍家次，聴，饅

頭鞄，3段下り，

白萌黄寄毛引威，
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菱縫緋威，鴇は　小札の頭を板

物に切り固め，寄毛引とし二之板白，三之板萌黄

吹返，仕付吹返，据紋木瓜花菱（唐花）紋金鍍金

胴　本小札l寸5枚　白萌黄段威　総毛引威二

枚胴，衡胴5段，立挙3段，胸板藻獅子睾包覆輪

付，胸板入八双金物付，采配錆，乳呑錆付，後胴

総角之錆付，後衛胴3段勝糸，立挙1段啄木糸毛

28

引威，下散，7間5段下り，萌黄裾混成菱縫緋威

杏葉　双組藻獅子草色据紋木瓜花菱（唐花）紋

頼当　日之下頬当，垂5段下り，萌黄素懸威，曲

輪形式蝶番付，袖　広袖，6段下り，本小札1寸

5枚，白萌黄段威，裾板菱縫緋威，水呑錆付，化

粧破折鎌形，八双金物3個付　等手　錨地11本篠

篭手　手甲据紋木瓜花菱透彫，肩五三の桐透彫錨

地紋様付　　　　侃楯　伊藤侃楯相綴縁，白萌黄

威，臆当　3本筒膀当，裏金唐草，加古摺付，立

挙白糸毛引威

時代考証　江戸時代中期元禄頃　但し兜鉢は寛文

之頃

サ．繰糸裾濃威胴丸　糸貫町　本巣高等学校

蔵

旗本文殊戸田家伝釆

○資料記録

兜　兜鉢　錨地大円山二万白20間星兜，l間9

点鋲，篠垂前3本，後2本，八幡座，葵座座金4

枚，響六・笠印自涜付

鞄　本小札3段下

り，練糸総毛引威

吹返，2段吹返

牡丹絵享，六旺星

据紋

前立・鍬形　六旺

星前立，鍬形台枝

菊透彫

胴　胴丸

衡胴4段，立挙2

段，本小札1寸4

枚半，練糸裾混成

采配錆，乳呑錆

総角鏡付　下散　7間5段下り，本小札練糸裾濃

威

栴棚板・鳩尾板付，頬当　錆地目之下頬当，垂3

段下り，練糸裾濃威，袖　大神　7段下り，本小

札1寸4枚半，練糸裾濃威，水呑錆付，冠板牡丹

に唐獅子紋　篭手　黒塗3枚筒小手　侃楯　伊牙象

侃楯　臆当　3本筒騰当，加古招付，植毛甲感付

時代考証　江戸時代中期享保頃と推定，ただし兜

鉢は，室町時代初期のものを仕替使用したものと



考えられる。

シ．色々威二

枚胴具足　武芸川

町　佐藤武男蔵

旗本西高木家伝

来

○資料記録

兜　兜鉢，平頂

山12間筋兜，八幡

座4段重砲花付，

客間銅覆輪，笠印

圭環付，響穴4点鋲

卸眉庇据紋違鷹羽

蹄，日根野蹄，5

段下り切付小札　上2段黒塗小札紫糸威，中2段

金箔置小札白糸威，裾板黒塗札緋威，

吹返，仕付吹返，金鍍金太覆輪付，藻獅子享張，

畦目紫糸，据紋違鷹羽

前立，鍬形，練革金箔置鍬形，鍬形台獅噛仕付

胴　胴丸，衡胴5段，下2段半金箔置，上2段

半黒塗，立挙3段，上l段半黒塗，下l段半金塗

本小札1寸5枚半，総毛引威，威毛色上より紫2

段，白2段，緋2段，自2段，入八双金物3個枝

菊透彫，胸板蒔絵覆輪，脇板雁木篠，蒔絵据紋・

高木家家紋違鷹羽前・後胴に各2個，采配錆付，

乳呑環なし，総角錆，合打理，受筒付

下散，7間5段下り，本小札1寸5枚半，上2段

半金塗，下2段艶消塗，成毛上より紫，白2段，

緋2段

頼当　日之下頬当，黒塗，垂4段下り，切付小

札，上2段黒塗紫糸威，中1段金塗白糸威，裾板

黒塗緋威，袖　置袖，切付小札，折環・水呑緒付

成毛上から紫2段，白2段，緋2段，裏力草付，

篭手　小田篭手　侃楯　板侃楯　腫当　7本篠膳

当，時代考証　江戸時代中期元禄から享保の頃

ス．金小札紺糸威二枚胴具足　大垣市　下里

勝彦蔵

旗本高木家伝来

○資料記録

兜

兜鉢，後勝山16間

筋兜，八幡座2段

菊座透彫響穴4天

鋲，笠印錆付，2

本角本付

蹄　日根野蹄，切

付小札紺糸毛引威

前立・鍬形，違鷹

羽前立

胴　二枚胴

切付小礼金塗紺糸

毛引威，胸板八双

金物，采配錆付，

合打理・受筒有，下散，7間5段下り，金塗紺糸

威・裾板畦目緋威

頬当　日之下頼当，垂4段下り，金塗紺糸威，

袖　置袖　切付小礼金塗紺糸戌

等手　金塗小田篭手

偏楯　筏侃楯

腫当　金塗7本篠越中膀当

時代　江戸中期元禄頃

セ．色々威二枚胴具足　高山市　法華寺蔵

加藤光正公所用

正の孫，高山天照

寺に閉居し寛永10

年（1633）病没。）

兜　兜鉢，12間

実歴之兜，卸眉昆

腰巻金塗

革毎　日根野鞄，4

段下り，板札緋・

白・黄植毛引威

胴　二枚胴

衡胴5段，立挙3

段，色々威，威毛

色立挙上より軍閥

緋，萌黄、衡胴

（熊本藩主加藤忠広の嫡子・清

上より黄櫨，緋，紺，白，黄

櫨，下散，6間5段下り，

切付小札色々威，成毛上より黒，萌黄，白・緋，

黄櫨
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頬当　練昌之下頬当，垂，板札3段下り朱塗，成

毛黒，白，緋，袖　置袖　6段下り板札・色々威

成毛白，緋，萌黄，黄櫨，黒，篭手　家地篭手，

手甲朱塗総形　侃楯　朱塗板侃楯（4段）　膀当

（欠）　椙，丸橋

時代考証　本資料は，板物と切付当世小札の両方

を持ち，戦国時代から江戸時代初期にかけての過

渡期的な意義を有するものであるとぎれる。

ソ．卯花成白檀塗二枚胴具足　大垣市　土屋

伊作蔵

船附（養老郡養老町）谷家旧蔵

○資料記録

兜　兜鉢，平頂山46間2万白総覆輪筋兜，八幡

座4段重抱花付，篠垂，前3本，後2本，眉庇，

棚卸眉庇，笠印ま環付

韓，日根野蒔，5校下り，切付小札白糸毛引威

前立・脇立，日輪前立，黒塗木彫鹿角付

胴　白檀塗飯事包白糸菱閉二枚胴，合打理，受

節付，下散，7間5段下り，白糸素懸威

頼当　半頬，垂4段下り　切付小札白糸毛引威

袖　置袖，切付小

札白糸毛引威

篭手　小田篭手

侃楯　板侃楯，据

紋九に三ツ星

牒当　7本篠膀当

加古摺付

時代考証　江戸時

代中期元禄頃

夕．綾錦包二

枚胴具足

岩村町　岩村町

郷土館蔵

岩村藩主松平乗寿公所用，大阪夏の陣所用と伝

えられる。

○資料記録

兜　兜鉢，62間唐冠兜，鞄，日根野韓，7段下

り，綾包萌黄素懸威，後立，嬰2本篠及び鞭打ま

ゆ，前立（欠）

胴　綾包鳩胸二枚胴，下散，6間6段下り，綾

包弼黄素懸威　頬当　錆塗目之下頼当，垂5投下
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頼当　錆塗目之下

頬当，垂5段下り

綾包萌黄素懸威

置袖，7投下

綾包萌黄素懸

篭手　篠篭手，家

地（欠）

侃楯　（欠）

膀当　7本篠越中

騙当

時代考証　江戸時

代初期

チ．紺糸威二枚胴具足

岩村藩家老丹羽瀬家伝釆

○資料記録

兜　兜鉢，錆塗62間筋兜，鞄，5段下り，紺糸

毛引威

胴　本小札綿糸総毛引威二枚胴，采配錆付，薬

篭袋付，右巴金具付

繋 偸���ﾈ�ﾈ���｢�
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下散　7間5段下

り，紺糸毛引威，

熊毛植毛

頼当　錆塗目之下

頼当，垂4段下り

紺糸毛引威

袖　置袖，緋，紺

白段威

篭手　3本篠篭手

巴紋付

侃楯　（欠）

騰当　3本錨地筒

膳当　加古摺，甲

懸付　時代考証　江戸時代中期享保頃

ツ．紫白敷日成五枚胴具足　早川家蔵

早川家伝釆

○資料記録

兜　兜鉢　錨地32問後勝山，伊賀星兜，1問9

点鋲，八幡座，抱花付3枚座金，角本付，笠印錆

付，眉庇　錨地柳眉庇，日根野韓，5段下り，

袖
り
　
威



切付小札・紫白敷

日成，裾板菱縫

吹返，蒔絵16弁菊

据紋，尾張形吹返

胴　五枚胴

衡胴4段，立挙3

段，本小札1寸5

枚紫白敷日成，綿

噛，蝶番付，胸板

雁木篠，采配鎧，

乳呑環付，合打理

付

下敷　7問5段
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∴● 
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継 
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下り，金箔置本小札紫白敷日成裾板熊毛植毛

頼当　黒塗目之下頬当，垂5段下り，切付小札

紫白敷目威

袖　置袖，5段下り，切付小札紫自敷日成，裾板

緋菱縫，篭手　篠篭手　侃楯　伊予象侃楯，腰当

7本篠膀当

時代考証　江戸時代中期元禄頃（尾張具足）

テ．浅黄糸素懸

威二枚胴具足　羽

島市　岡田廣久蔵

旗本八神毛利家

所用

○資料記録

兜　兜鉢　32間

後勝山筋兜，蒔絵

総覆輪7点紋，卸

眉庇，見上級打ま

ゆあり，

章毎　日根野革亀　切

付小札浅黄糸毛引

威

吹返，左吹返（欠）

胴　花小札浅黄糸素懸威二枚胴，衡胴5段，

立挙3段，16弁紋尽

下散，7間5段下り，切付金小札浅黄糸毛引威，

裾板熊毛植毛

頼当　日之下頬当，垂4段下り，切付金小札浅黄

糸毛引威

袖　置袖，6段下

り，切付金小札浅

黄糸毛引威，毛利

家家紋菊一紋袖印

付

篭手　小田篭手

侃楯　金漆塗筏ち

らし

蠣当　会漆塗7本

篠騰当

時代考証　江戸時

代初期

卜．萌黄糸威二枚胴具足

旗本岩手竹中家所用

○資料記録

兜　兜鉢，錨地　62間筋兜，八幡座　葵座抱花

透彫付，笠印錆付

鞄，饅頭鴇，萌黄寄毛引，出八双金物4個

吹返　仕付吹返，据紋九枚笹（竹中家家紋）

前立，半月

胴　平山道，胸取白糸　胸板縄覆輪，采配錆，

乳呑錆付

下散　7間5段下り，萌黄寄毛引，裾板据紋金物

各裾板2個，

杏葉　据紋九枚笹

頼当　錆地目之下頬当，髭銀蒔絵，垂4段萌黄寄

毛引

袖　置袖7段下り，萌黄寄毛引，八双金物3個，

折環付，裾板据紋牡丹3個，水呑銅付

等手　鏡塗7本篠篭手

侃横　板侃楯，白糸威，臆当　錨地5本篠

騰当

時代考証　江戸時代中期元禄頃（加賀具足）

ナ．萌黄威二枚胴具足

旗本岩手竹中家家臣寺嶋家伝釆

○資料記録

兜　兜鉢，12間突座筋兜，鞄，日根野鞄，6段

下り，切付小札萌黄毛引威，蹄鉄鯛唐花，裾板朱

塗，前立，輪抜

胴　横矧二枚胴　胸取朱塗　紫糸毛引威
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采配錆付指紋飢唐

花付下敷，7問5

段下り，切付小札

萌黄毛引威

頼当　朱塗目之下

頼当，垂3段，板

札紫糸毛引威

袖　置袖，5段下

り，萌黄毛引威，

裾板朱塗

篭手　筏朱塗篭手

指紋鍬唐花付

侃楯　板侃楯

膀当　7本朱塗篠膳当

時代考証　江戸時代中期元禄頃

二．紺糸筋二枚胴練具足

旗本岩手竹中家家臣寺嶋家伝来

○資料記録

兜　兜鉢，唐冠之兜，鞄，6段下り，板札銀塗

紺糸素懸威

後立　嬰（欠）

胴　練傭二枚胴

下散，7間5投下
i上　線綿糸素懸威

頼当　錆塗半頼

石粉睾仕付　　垂

4段紺糸素懸威，

袖　練5投下Iら

紺糸素懸威

篭手　（欠）

侃楯　傭練侃楯

腰当　3本筒膀当

霊率 ＿＿1線　‾ポー＼ ��

灘 ��

∴∴／∴ 

∴ ��

時代考証　唐冠之兜は，慶長から寛永期のものと

考えられ，胴，袖，侃楯等練具足は，幕末におけ

る最も簡素な具足のlつと考えられる。

ヌ．紺糸成肩白胴丸

大垣藩主戸田家所用

○資料記録

兜　兜鉢，錨地大円山2万白22間厳星兜，1間

9点鋲（うち腰巻1点鋲），前篠垂3本，後篠垂2
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本，八幡座（玉縁，小刻，菊座2重），天辺穴

経5cm，響穴4個

笠印環，力章付，

鞄　笠鞄，4段下

り，本小札1寸4

枚半毛引威，裾板

緋菱縫，裾板枝菊

透彫金具5個付，

吹返　4段の3段

吹返，枝菊透彫金

具付

前立，蝶，鍬形，

枝菊透彫鍬形台付

胴　胴丸，衡胴

4段，立挙3段，本小札1寸4枚半毛引威，胸板

獅子紋絵享包，入八双金物枝菊透彫，総角錆付

下散，7間5段下り，本小札l寸4枚羊毛引威，

裾板緋菱縫，枝菊透彫金具2個付

杏葉　枝菊透彫金具付

頼当　錆地目之下頼当，垂3段下り，本小札1寸

5枚毛引威，裾板枝菊透彫金具付

喉輸3段下り，本小札1寸5枚毛引威

袖　広神，7段下り，本小札1寸4枚半毛引威，

裾板枝菊透彫金具付，入八双金具（枝菊透彫）

算金物，水呑錆付

篭手　3本筒篭手，家地に九曜紋入，触手甲火炎

打出有

侃楯　伊予家風楯　裾板緋菱縫，枝菊透彫金具付

腕当　大立挙付3枚筒膀当

なお，この甲胃には，下記2枚の折紙がついて

いる。

紺糸屑白威胴丸（折紙）
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ネ．紺糸威桶

側五枚胴具足

大垣藩主戸田家

所用

○資料記録

兜　兜鉢，後勝

山62間筋兜（鉄板

矧合せが曲線），

八幡座（菊座2重
・浪座，玉縁），

響穴4点，笠印鏡，

力亭付

鞄　5段下り，板

札紺糸素懸威，吹返，花形の吹返し，蔽立台付

（鶴首付）　頼当　日之下頬当，垂板札紺糸素懸

威　杏葉　戸田家家紋九曜紋入　胴　桶側五枚胴，

采配，乳春台環付，合打理，受筒付，下敷　8間5

段下り，板札紺糸素懸威，裾板紺糸菱縫，袖　置

袖，7段下り，板札紺糸素懸，裾板紺糸菱縫　侃

楯　伊預侃楯　等手　7本篠篭手　角手甲，銘岩井

橘安薫作　臆当　7本篠膳当（立挙付）銘岩井橘

安薫作，甲懸付

ノ．紺糸威五枚胴具足

苗木藩主，遠山家所用

○資料記録

兜　兜鉢，平頂山42間筋兜，天辺の座，葵座

（枝菊透彫），2重菊座，抱花（唐草毛彫），響穴4

点，笠印錆付，鞄，3段下り，板札紺糸素懸威裾

板，緋菱縫，前立・鍬形　獅噛前立，鍬形（欠），

鍬形台，枝菊透彫，吹返，3段の2段吹返据紋，

遠山家手放九二引両紋付　頼当　錆地目之下頬当，

垂4段下り，板札紺糸素懸威，裾板緋菱縫　胴

段替，鳩胸，五枚胴，衡胴，4段，切付小札紺糸

毛引威，立挙，板物2段，紺糸胸取，入八双金具

3個付，采配，乳呑錆付，袖　当世袖，

ハ．色々威二

枚胴具足

苗木藩主遠山家

所用

○資料記録

兜　兜鉢，阿古

陀形32間総覆輪筋

兜八幡座（円座，

菊座3重，浪座），

韓，5段下り，切

付小札毛引威（威

毛上段より繰，緋

紫．白）　吹返，

7段下り，板札紺

糸素懸威，裾板緋

菱縫，入八双金具

3個付，万事付，

下散　7間5段下

り，板札紺糸素懸

威，裾板緋菱縫，

侃楯　伸二辣侃楯，

篭手　小田篭手，

角手甲，据紋九二

引両紋付

牒当　5枚筒騙当

（立挙付）

日根野吹返，据紋九二引両紋金塗，前立・鍬形，

三鍬形，鍬形台据紋九二引両紋3個付，頼当　日

之下頬当，垂4段下り切付小札色々威（成毛上段

より繰，緋，諦黄，白）　胴　二枚胴，衡胴5段，

立挙4段，切付小札色々威（成毛上段より白・繰
・緋・萌黄・白・紫・緋・萌黄），胸板・脇板据紋

九二引両級金塗，采配録，合打理，受筒付，

下散　7間5段下り，切付小札毛引威（成毛上段

より繰・紫・勝・白・萌黄）裾板緋菱縫，袖（欠）

侃楯　越中侃楯，篭手　小田篭手，角手甲据紋丸
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二引両紋付，膳当　7本篠膳当（立挙付）

ヒ．茶糸威最上胴丸　揖斐川町　清水神社蔵

稲葉一鉄所用

○資料記録

兜　兜鉢，日根野頭形，頂辺・前正中角本付，

響穴4点，鞄，饅頭晦　4段下り，本小札l寸6

枚毛引威，吹返，紋章包1段吹返，据紋折敷3文

字

頼当　猿頬，垂4段下り，板札素懸威，曲輪形

式

胴　胴丸，衡胴5段，前立挙3段，後立挙4段

長側4段，板札素懸威，脇は蝶番を用いず，本小

札1寸7枚を採用

総角錆（枝菊透彫）

付，折敷3文字指

紋胴に5個，1の

板3個付

下散10間6段下

り．本小札1寸6

枚羊毛引威

袖　壷袖，6段下

り，本小札1寸6

枚毛引威，折敷3

文字据紋3個付，

算金物（枝菊透彫）

水呑錆付

時代考証　室町時代末期

7．茶糸威丸胴

由来　伝大垣藩主戸田氏鉄所用

○資料記録

兜，兜鉢，立木頭兜，前・後正中角本付

（後　記）

県下には，1千領をこえる甲胃が，現存すると

もいわれ，その数からすれば，今回の調査の対象

となった中富は，極めて限定された資料にしかす
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晦，日根野鞄，5

段下り，板札素懸

威

頼当　猿頼，垂5

段下り，板札素懸

威，曲輪形式

胴　丸胴，前立挙

3段，衡胴5段，

切付小札毛引威，

下散　6間5段下

り，切付小札毛引

戒

等手　小田篭手，

角手甲

侃楯　板侃楯据紋日之九枚

騰当　越中膳当

へ　　紅糸車白胴丸　垂井町　南宮神社蔵

由来　伝斎藤道三所用

社伝によれば，この甲胃を竹中半兵衛重治が入

手し，それを従弟の重隆が　関ヶ原戦の戦勝祈願

の謝礼として高宮

神社へ奉納したも

のとされる。

○資料記録

胴，胴丸，衡胴

5段，立挙3段，

小札1寸6枚半，

（鮮歯小札），

草摺7間4段下り

成毛上下紅糸・中

間白糸

詔　　　　　　　輩 

謹 告i淡i需薯善治翻鰹認 　　　玉＿ ��

∴、＼一易く〉 ��

油 　譲二 ������ｸ������ｦﾉ��｣��

ii貫け 

ぎないが，今回の調査を起点として，この分野の

調査，研究が今後一層深化することを期待するも

のである。　　　　　　　（学芸員　堀部　満）



2．関市倉知産材化石と関市付近の第四系

はしがき

開館直後の岐阜県博物館へ関市倉知在住の入館

者から「畑の近くの津供用に大きい埋れ木がある。

博物館資料になるのでは……」という連絡があっ

た。昭和51年夏に現地調査を行ったところ，近年

の河川改修工事で河床をしゅんせつしたため，現

在の河川礫の下から基盤の頁岩層や，これをおお

う軽石層，砂泥層があらわれていた。オレンジ色

の軽石を含む礫層直下の灰黒色泥層中から材化石

が一部露出して用水に洗われており，少くとも現

世の流木などではないことが判明した。

このとき確認した材化石は9月の増水時に浸食

されて流失したが，近くの河岸に別のものがみつ

かったとの連絡が入った。減水期の初冬に調査し

た結果，夏にでていたものより大きな材化石が埋

まっているのを確認し，年末に採取作業を行った。

（材化石露頭現場）

今回の材化石については，発見の連絡を関市倉

知の長岡哲夫氏に，年代測定に関してはすべて名

古屋大学理学部の中井信之教授にお世話をいただ

いた。紙上をお借りして両氏に厚くお礼申しあげ

る。

（1）関市倉知付近の地形と地質

この材化石の産出地点付近は第1図に示すよう

にこの地域の基盤をなす砂岩，頁岩，チャートな

どよりなるいれゆる古生層（最近では中生層の可

能性が大きい）が南側の山稜をつくって東西にの

び，産出地点の150m上流では直接津供用河床に

□　沖積層　　　　　X　材化石産地

囲洪積砂礫層　　　－国道‘県道

医召砂岩・頁岩・チャート（いわゆる古生層）

露出している。一方津供用の北側には関市の台地

を構成する砂礫層が　基盤岩の残丘を埋めたてた

ようにアバットしている。これらの礫層は従来洪

積層とみなされているが詳しいことは判っていな

かった。地形的には倉知地区の久郷や熊ノ段など

の村落は，下位の沖積段丘面上にあって現河床と

の比高は5mある。その北方にはより上位の段丘

面（洪積段丘，沖積面との比高7m）がひろがっ

ている。しかし倉知地区ではこれらの砂礫層の全

体を視察できるような露頭はこれまでみられなか

った。

（2）材化石の産出層準

産出地点　関市倉知津保lII河床

北緯　35度28分30秒

東経136度53分50秒

沖積面からの深さ　　　　　4m

材化石を包含する砂礫層は基盤の黒色頁岩を不

整合におおって，産出地点付近では約8mの深さ

を示す。この砂礫層の下部には約2mの厚さの泥

質層と，1mあまりの鹿沼土状の軽石礫が密集す

る層をはさんでいる。このオレンジ軽石礫が含ま

れ，御岳火山の噴出物（PmIII層）として広範囲に

よく追跡されている（笠原1970）。津供用河床に露

出する軽石層がこれと同一のものか否かについては

後述する。材化石はこの軽石礫層の直下に少なくと
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も3個以上含まれていた。この層準には有機物に

富む泥質層がめだち，後述のような花粉分析結果

第2図　地質柱状断面

砂礫層の礫は中礫と大礫が大部分を占めるが

巨礫も含まれている。比較的円磨されているが淘

汰の程度はよくない。礫質はいねゆる美濃帯古生

層の砂岩，頁岩，チャートが多く，次に流紋岩質

岩，花崗岩などで　黒色ホルンフ工ルスも含まれ

る。

材化石自体も現地性を示す直立樹幹ではなく，

どれも流木状を呈するものである。

このような点から砂礫層は全体として陸域（湖

成）の堆積物と考えられる。

なお，この地点は翌年になって護岸堤防工事の

ため掘削されたので　露頭は完全に消滅してしま

った。調査当時に判明した柱状断面を第2図にあ

げておく。

（3）材化石の特徴と年代測定結果

採取した材化石は径80cm，長さ2mで付着した

泥（シルト）を洗い落すと赤褐色のきれいな表面

をみせ，一見ケヤキ状の外観を呈する。その一部

を樹脂液浸により乾燥による収縮破損を防止する

ための樹脂加工をテスト中である。

一方樹種の判定や材の放射年代測定は，名古屋

大学理学部の中井研究室により進められ次のよう

な結果が得られた。

材の種類　　ニレ科エノキ属　（Celpis sp．）

落葉広葉樹で現在のケヤキなどの仲間
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材の14C年代

中心部　　32，770年　　　B．P

周辺部　　31，780年　　　B．P

（付記）

近年，材木の安定同位体比を測定して，材の生

育当時の気候変動を推測できるようになった。そ

こでウルム氷期の亜問氷期における気温変動を知

るため中井研究室では，この材化石を用いて，年

輪別に水素および炭素の安定同位体比（D／H，
13C／12C）を測定中であり，近く終了する予定であ

るが，この結果から，ウルム氷期特に亜問氷期の

気温及び気候変動が明らかにされるであろう。

（中井信之　名大・理・地球科学。）

（4）砂礫層（第四系）の時代

これまで関市付近の砂礫層に関する詳しい資料

は知られていなかった。今回得られた材化石の年

代測定結果から，これらの泥層や礫層は，少〈と

も今から32，000年前より以降に堆積したことが明

らかとなった。そしてこの時期がおそらく第四紀

後半のウルム氷期の中でもゲトワイゲル亜間氷期

といわれるころに当たり，海水準が上昇してこの

付近が河川の下流域または淡水湖の環境にあった

ことが推定される。

一方材化石を含む泥層の花粉分析結果（下野

1977）からもこの泥層の堆積した時代が，現在に

似ているがやや冷涼であったことが推定され，こ

の時期がウルム氷期極相（約2万年前）に至るよ

り前であったと思われる。材化石がいわば沖積段

丘堆積物中への二次堆積物ではないかとの疑いも

全く否定できないが，材化石の新鮮な状態などか

らみても，また氷期特有のミツガンワ属の花粉が

検出されていることなどの点を考えればその可能

性は少ない。

M。　OT

100％

倉知P．n
（笠原）

P川I（M。型）

（酒井1963）

各務原RIII
（高木1974）

E∃角閃石　囚斜方輝石Ⅲ単斜輝石国鉄鉱物

第3図　軽石礫の重鉱物組成



なお，前述のオレンジ軽石層についての重鉱物

分析結果は第3図のとおりである。各務原層に含

まれる御岳火山EIIIのそれと比較してみると，酒

井（1967）によるPnIIIのM。型に類似していること

が判る。しかしM。型とは角閃石が10％以上も含ま

れるという相違がある。またEIII層の絶対年代は

約35，000年といわれているので，このオレンジ軽

石層はRIII以後に堆積したと推定される。いまの

ところ近隣地域に類似する軽石層はEIII以外にみ

あたらないので対比などについては今後の課題で

ある。

文　献

笠原芳雄（1970）　各務原層中のPmice　につ

いて（静大地研報告2巻1号）

酒井潤一（1963）　木曽谷のローム層

（地球科学　67号，68号）

下野　洋（1977）　津供用下流域の露頭とその

教材化について

（岐阜県地学教育13巻）

高木信行（1971）　木曽川，中位段丘の対比と

形成に関する考察

愛敬大地理学報告

36・37合併号

（学芸員　笠原芳雄）

3．博物館学習をとり入れた

学校での自然保護教育
－環境週間にちなんだ校外学習の理論と実践－

（1）自然保護教育の必要性とその内容

地球的規模での自然資源の枯渇・生態系の破壊

が心配される今日，「自然保護」問題は国民的緊急

課題として，家庭教育・学校教育・社会教育等あ

らゆる教育の場で　強力にとりあげられるべき教

育内容である。その自然保護思想育成のためには，

正しい自然観の確立が必要であり，その背景とな

る自然に関しての正しい知識の普及と自然に接す

る望ましい態度の育成とが大切である。つまり，

自然保護教育は，自然に興味と愛情・畏敬を感じ

させるといった心情面，生物学・地球科学・地理

学・歴史学・社会学等々の知識面，そして野外フ

イールドにおける作法のしつけの面という，三本

柱が平行して考えられるべきで　全人教育の一環

として考えられる。

したがって，学校教育の中で扱える自然保護教

育についても，自然のしくみへの知識理解がベー

スとなる理科・技術科等の領域，また人間の社会

生活を考察する地理・歴史・政治経済の社会科等

の領域，更に感性を育む芸術科，心の健康を扱う

保健科と，教科についてだけでも多岐にわたり，

学校数育体系の中に，どう位置づげ，どう組みこ

むかが大きな課題となっている。そこで　博物館

学習をとり入れた学校での自然保護教育の一事例

の実践報告をし，学校教育を援助する博物館のあ

り方の参考にしたい。

（2）学校教育での博物館の活用例

博物館は，生涯教育の一端を担う社会教育施設

ではあるが，学校教育を援助するという使命もも

っている。これまでは●教師自身が博物館などの

文化施設について，その本質的な機能の理解不足，

活用法の研究不足，●行き帰りの時間的な制約，

●費用がかかる，●学習内容がピタリと一致して

いない等々の理由で　学校教育での博物館利用は

十分ではなかった。博物館が　学校教育のあらゆ

る領域にかかわりをもてることを整理すると下図

のようになる。

蝿℡書・生後 珊誓書誓霊動機置 ��ﾈ����ｻ8麒F��.(�|ｩ,�N��怨�,X.侘(,ﾈ4�*B�

タラ ●置，（こ点して、富農書目教書●軍書Ll教職　筆録 道徳し三二竺二丈シ′児，士か職蒼． �7f��ﾈ�ﾈ4���毘��5�8�*ｨ+X�X�8�87f��Y���8�3�����C���6��ﾈ鰄�ｨ�h.y��+X,B�

∴　…・÷「∴ 　　●M●〃夢置き 　　●農場○○〃に ��X����,h�亂�ﾘﾘ)?�ｺﾙ+(,ﾈ�ﾈ,X.�*�.�6ﾘ�ｸ耳���ﾈ�ﾈ�ﾈ����6ﾘ���ﾂ�,ﾉTﾙ�,X,ﾈ�ｨ墺�

（3）環境週間にちなんだ校外学習の実践

ある小学校から，環境週間にちなんで，学校行事

としての博物館での学習の申し出があり，ねらい

を絞った校外学習が計画された。博物館では，常

設の自然展示室1，2の中で　どこで　だれに，

どんな自然保護教育ができるかの大要を次頁のよ

うに整理し，学校側の要望にこたえることにした。
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l小学校1・2年生……‥自然展示室2　②コーナー生物の系統

①郷土岐阜県内産の動・語物のタ接ぎに直接触れ．変化に富んだ

i　。・。年生………自縛示空，⑲コ十ブナの原生林

l　　　　　　　　　　　⑧多桃動・借物も自然界では複雑に緒ひついでいること，生物

相互のかかわI月二目を向けさせ．生鰹的な見方の基礎を身につ

i　　　　　　　　　　　　　　　けさせろ。

1

1　　5・6年生………自然展示室l　⑭コーナー池沼の生物

e池沼をモデルにしだ生態系をもとに生産・消費・遭元のサイク

i　　　　　　　　　　　　　　　ル．食物蔦　とその中の且的関榔こ気つかせる。

；中学校1年生……‥自然展示室2　①郷土の概況⑨植物

l　　　　　　　　　　　　　　⑪郷土岐阜促の腫物社会のようす．施物分布の特色に気つくとと

i　　　　　　　　　　　　　　　も1こ．親存植生．自然度を読みとり．岐阜県の自然の現状を把

握する。

i

i　　　　2年生……自然展示室1⑳森林の役割

i e窯業葦誓書
i　。年生．……自然展示室，①イン石は語る→⑯美山の動物たち

i e善言書誌器し器

し　せん∴∴∴せ∴かい

白魚の官界

しょく　ふっ　　　－

。討議も耗軌も

ヽ●●●● i誓蘇 ��2��8�ﾈ6ﾘ���

！ ��え　のの　ののかIこ．いろんな尊大が 
机たくさん。勤排緋、討． 
せい詰つ∴∴∴∴∴I 

生傷どうしのつなげ－）のしく卦を 
ひんか 去えてみよう！ 
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え　のの　ののかIこ．いろんな尊大が 

机たくさん。勤排緋、討． 
せい詰つ∴∴∴∴∴I 

生傷どうしのつなげ－）のしく卦を 
ひんか 去えてみよう！ 

婁掠れもは．かこを食べて生きていう

のでしょうが？

恐ワマタカは？キツ和は？リスは？ウサキ

1年？そしてノ1、鳥たち1年？

ア．3・4年生での実践例

ブナ原生林のジオラマを素柚こ，学年別，1ク

ラス単位で　学芸員の指導で学習は進められた。

館側で下図のような資料を作製配布し，3・4年

とも同じものを使用したが指導過程で学年差を

もたせ，その大要は以下のようであった。

㈲　指導のねらい

・森の中の多種多様な生物は，食べる食べられ

るの関係で結びついてることに気づ〈。

・自然界の生物相互のつなが）には，調和のあ

ることに気づ〈。（4年生はここまで）

（イ）指導過程（40分授業）

わ　　　し，　　　　　　　　　　児　　筆　　の　　活　　動　　　　　　　　笛　　意　　占

1ブナ鳩生休の中二　Li′目　方な　17＋店年休の／オラマを見なか′，　とAl動請出、　lri＿い持日日i弄え1〈てし．，Ⅵ高二と

動動／＿ちか偉人ていらことをつ　　るかを託し合）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人と人黛喪させ　その節度止しIi続き

カiせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へと尊く

2動物／＿らは∴∴食へら食へ・）Iしろ　2動物だちは．な上を食へて生きているかを蒸し金工　‾てさらだけらくの動机二ついて　震友

の関保て畠中I：鰹びついて－、∴lnリスは，ウサギは●キソ4日i●タフタ在より　　　　させる中の▲，　内裏の場合ても　と人

らことを‾つ力ませる　　　　　　　　　′i e／ちは↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と大地をだと　ノてIi出ざ，食物の樹i

イ時や大　柄鋤かなくて‘クマタカ日日曲ることか∴∴H的をである、とをiクマタカを慣iIと

3内裏動物（ニとってもi議物、il、　　ないかをキぇろ。　　　　　　　　　　　　　　　　　すら食物，登仙二触if化して蒸し合し∴き

くことのでき：1、食臨時である　　同日分I＿ら人間はな（、を食へ÷1きていらだううか∩∴道子は

二とをつ力ませる。　　　　クマ”の場合北厳しつつ掠る。　　　　　　　　　　　　　　　i

lil状の但東で、∴∴食へる　食へ　3鯛や畑では　教義て肖史を筋、ていろのくニil妹の　⑧中上卜‘年1言j撮1

られる調停がAI）爾史宮口が∴∴食で車で常　置基いを），なし　のに、なぜ雪女が大桑　（す鰹署の農的な′、ラ／スしま÷雇人i日

大磨すすることが1日、二と（二気∴∴′王Llいなを話し合1　　　　　　　　　　　　　　　　はしなつ、てよい

つかせる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）⑳大伽の⊃　一十l見させろ〔

煎わ乱てら大乱は．なにを食べて大きくも
ていくのでしょっ廿？

恵この詩誌。草木がひとつもな蛤も

∵一　：「一・一∴一‘†∴ 

か 秦として続いていうのすと’ぅしてにちか？ 　－／‾＼一‾‾ヽJ 　電岨泊黒帝1線主要 



㈹　指導を終えて

我が国では，一般はもとより学校教育にも，博

物館はまだまだなじまれていない。それだけに，

博物館側の積極的な学校教育への援助策について

も考慮されなくてはいけないし，教育現場の先生

方の博物館に対する理解も望まれる。どのような

形での博物館利用であっても，事前打合わせを十

分に行ない，博物館側として∵まこれだけのことが

できる。学校側としてはこれだけのことを望みた

い。それを出し合い，学校教師，博物館学芸員両

者合作の指導計画がつくられるべきであるし，理

想的には，学校教師自身が，展示内容等について

も熟知し，現場での指導に当たるのがより教育的

であろう。

いずれにしても，実践例も少なく，やっと走り

だしたばかりの当館であるだけに，今後教育現場

の諸先生方との密接なつながり，援助をいただく

中で　学校教育に役立つ博物館事業活動のあり方

を探究していかなければならない。

由学習後の児童の作文より

博物館学習の事後指導として，環境週間にちな

んだ作文が課せられ，学校ぐるみで環境週間作文

募集に応募されました。
「環境週間入選作品」

自然を大切にしまう

県内M小学校　　B子

4月19日，3・4年で遠足に，せきのはくぶつ

かんへ行きました。そして一階の所で自然を大切

にすることを，はくぶつかんの先生に教えてもら

いました。クマタカは，テンを食べ，テンは，ネ

ズミを食べ，ネズミは木の実，そして，だんだん

たどっていくと植物を食べていることになります。

あたしは植物は，大切だなあと感じました。あた

したちや，動物たちはみんな，植物を食べていま

す。一番大切にして，育てていきたいと思います。

ミミズは，土からとり出してはいけないと先生

に教えてもらいました。ミミズは土の中にあなを

あげるので空気がよく通るようになり植物がよく

育つのです。

遠足の帰りにとおった所では，山にコンクリー

トがかぶせてあったので，みんなびっくりしまし

た。どしゃくずれにならないように，コンクリー

トがはってあるんだそうです。でもコンクリート

をはっても，どしゃ〈ずれがあって，コンクリー

トがおちてくるそうです。わたしは，山がかわい

そうだと思いました。そして，山にいる動物や草

や木もかわいそうだと思ってしまいました。

山に木がないと，雨の時，どしゃくずれがおこ

りゃすいとききました。なんでかというと，木が

あると，木が水の流れおちるのを，ふせいでくれ

るからです。うまくできていると感心しました。

山に木がなかったら小鳥や動物たちが死んでし

まいます。だから木を切るのを，やめた方がいい

と思います。

町は，すごいこうがいです。工場のないわたし

たちの村では，車のこうがいしかありません。町

は工場があるし，車も通っているのでいろいろな

こうがいがあります。町には，住みたくないなあ

と思いました。

あたしは，いき物をかれいがるだけじゃなく，

木を育てるとかいろいろかわいがったり育ててい

きたいと思います。

こないだ，じゃがいもをうえていた時，土を，

おこしていたらミミズがいました。かぶと虫のよ

う虫もいました。そして，男の子たちが，

「あっ，かぶと虫のよう虫だ」

といいました。女の子たちは，

「ここにかぶと虫のよう虫いるよJ　とか

「キャ一，ミミズ」

といいました。先生が

「ミミズを土の中に入れてあげなさい」

とおっしゃいました。そしてうめてあげました。

あたしは，自然は，大切だと思いました。

（学芸員　小野木三郎）
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4．展示見学の手びき「ここをじっくり」の実践

（1）はじめに

博物館の展示解説は，その手段・方法も多種多

様であるし，解説を必要としない展示物から，解

説しなければ理解できない展示物まで幅がある。

しかも，入館者は，その大多数が　学者でも専門

家でもなく，また幼児から老人まで　千差万別で

ある。こうした入館者の方々が　展示物に心を動

かされ立ちどまってみつめられても，そこに解説

されている内容や方途が，すべての人々にマッチ

していることはありえない。

こうした展示室での教育普及活動のむつかしぎ

を，少しでも乗り越え充実させるために，大阪自

然史博物館の「今日はこれを見てゆこう」平塚市

博物館の「展示解説カード」などを参考にしつつ，

当館では展示見学の手びき「ここをじっくり」を

作成し，見学者の学習の補助に役立たせたいと願

っている。

（2）発行内容

ア．形式　B5判，ファックス原紙による謄

写印刷

ィ．内容・「ここをじっくり」をタイトルに，

シリーズものとして，コーナー単

位ごと（ときには資料ひとつにつ

いても）に発行する。

・疑問の投げかけ，実物観察の視点，

比較の窓，補足解説，参考資料な

どをおりまぜたものとする。

・知識を一方的に伝えるだけのもの

はさけ，記入箇所，作業過程をと

り入れるなど，それぞれの個人が

自主的に学び，文化的なレベルを

上げていくための手助けとなるも

のとする。

・小学校5－6年生から中学生を対

象にした記述をする。
・月1回の発行をめどとし，受付け

にて希望者に配布する。

（3）「ここをじっくり」の発行状況と内容見本

ア．自然部門　　No．2　⑳森林の役割

No．1⑬ブナの原生林　No．3　⑯飛騨の山々
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No．4　△生物の系統
一イワタケー

No．5　⑬ブナの原生林
一烏のなき声－

No．6①一⑮自然のおいたち

No．7⑰乗鞍岳の生物

No．12　△　植　物

No．13　④デボン紀の海
一三葉虫－

No．14　⑬ブナの原生林内
－ポンドキツネー

No．15　⑳鍾乳洞の自然
一高山植物とは？‾　N。．16　△郷土の概況

N。．8　⑳ギフチョウ　　　　‾自然度図‾

No．9　⑩湿　原　　No17　⑳天　敵
ー植物たち－

No．10　⑫メタセコイアの沼地

No．11⑪平牧の森
－ゴンフォチリウム象－

一生物農薬とは－

㊤　○は自然展示室1のコーナー番号

△は自然展示室2のコーナー番号

功！南口∴繋課欝
囲開園！閣

丸い凄璃工業しぼ両所紅一対．加のわらIごにていうこてかう耕力

／）千と名ナけら出ていう倒木で丸　井．ウマ卵がテン亀構えて忍

町立，て一一きますね．さて，水車近いこの7°ナ茶壷にはどんな枯均で

新竹たが生滝↓て．、盲のでしょうか？

★クぴかき肉食でさ．オ捕メltやマイかVノウなど森。午の辛はど亡くな

をんかこ深い韻係もなく生活しているよう、つむえもすね．でもよくあえてみ

ましょう．・、食品。．ウマ所の宛い、かみフbました0？

この禿向、Iさ，どうな，て一一くりでし辛心？ 

＿薫髭一一・請書誓 
ア）…事丸叫河井にUを 

くきるせく分線），棚たらり年分かくり暮ら和木重なlk着分融和．暮ら や7椋で沌ビ・1強前部釦蟻とかまおきて，7時が高子へ吋年シマ ペ“き獄テン璃べきす・母周がテン滅八、5とii・－i・17こう事て。育て，あや のさまざま1番祥禽↑動勧たち9時がクマ勺的恥うまさてい＜朗にす欠‘ごて9て・ 雷鳥H毎食であるごとげかlD事丸 

／rJ 

★ま肋嶋の∧ビ。鴫諏或上時韓てしま烏？（標語禽 



I6．億蝉の鵬

昧舶、。星ていう大聖轟軸増　山の王肴そ
れがツ年ノウケマてら奄単の山々I尋多くII著のセ

ナ舟自然の早生滴りよう発と科既握観察ト
詞さがあま時i IIうんblrUA

岨朝雨陶統
合無尽末を1

器器蒜器∵甲刷∵範繍蹄 　　　　　　　研　一 

★対頂の外駒ら一一ii　　甲子i・；〆声，ス 

◎狂戟軸≒ぼけラ高㌧・しまクをビがんも亡ナ 

廿釣ます鉦さてウマさ有iとうでしょう？ 

◎クマの景大の札焉l涌足でi神馬でもいパん1。あぐ服せるて画き 

ザ言て，その昨ろば？血のようすiさ？ 

へんぺ●、書く ◎前景ヒくらへて鰹はどうですも、？鬼平定かは？ 

◎クマは・忠人高く48時きよ珂朝は土日一才？后は？し直Iびく沖＿ 

クマは 大聖即し弱くして高原を的鴫か・知のです．
の手のひら星おらも達也につけて歩くこて．しこうま大輔も頭9かも学でモ

這うぁ七人㌧印せ乱ニ　　ー沖。り亀粗叩いて3和雄高山．）

¢）大聖b食中初動でも弓。r冬三男おごと。
めか・jl、きく、相国両的証嘘していて．高冷、引二つざ待よい。と．

め現す巨大も時子宅か布と2°硬く与の二川、ヽのか。生訓
てしまうこて．　なごてお

★脅すマと子ケマ2匹

舞シか韓やアズを七でのチビも峰はしーっまでも積．のせ誌を轡すてば
もりいません・いつすき0号雪間の儀式を通スうことにたりお．私に

総で霊嵩裁縫能書…－こ揃う

すご台帳≪0ル∬06　　的場樺功傍線新雪重

三三∴三三 
窄∴∴∵∴：十割叩∴言上、〕 
出撃聾‘掌霧縄漕雛Iこ， 　　　　　（ 

∴∴∵∴∵ 

遷三三三三三三三〇 
事商号1の航棚し、接は訪最終両眼軸で当．
●I tz 

123456789101日213汁1516I718192021笈232噛52的が8 デ詰舗償庫）着京 （三三三） G壬三三）刈植生（要三③ 

自謬岬　　航票窯薫 
一饗毯／唇書誌業苦諾慈 

は23蘭薄命う年少を計上て〇・らのあ，一点売高ニ 

ナ青書をん． 

舘鵬妙N。．8諾篤学
直上Z圭三五
岐阜の筏もブギ枕ワ一己韓闇現す諦し一義よく現時中

風の臼に．食草のあう疑大林かう花むらび無フよっ－ごと辞して／スル・

‡ウラ・ヤマヅ、7出！ウ擁／＼症伸輔花訊き古・こ叩
兼高魂をます，栃に白身の目で，し，く）観衆してみてく青さレLi

aI∴種子 

★ギ7チョウの姥・低の即時外明 

貌七日ナです召　したう．何て的咋 

きるそしょうが？ 

★E広i二は伸二もう一種亡膏174ヨウ 　　　　　　　　（ 

かい対が日加」息そこのこ希の 

日東鉦とのあに分布LCLIうb＼分布 

′∴‾‾ギ74ヨウ ��iHH5H�(防-ﾈ+Y+ﾈ������*ﾒ�

ヒメギフチョウ

鶉を鵜≪妙高言誤難

4．デポ寝己（和蹄冶・・三葉虫（サ亮ウ仁の

三警官くす淘帝王洲さすら官か・仁て＼こ≡70翰（中華両側糞）一二

的凡て南ご珂婚”5時書りです．古生代譲的な動的で禽＼圭は

代講詐¢一一う高庇精頼壷紳輔痛I二大聴していを圧．何剛

鴨かもめもく嘘して湿し毒し仁丹以耽湾，涌持してute高話ラ

マ汚らし，くり観察し諏こ時譲して証しよう！

★輔で小河ん大きに三熊の化石i書館両賞60m＿ 

t寄ります 

i事う ★？Llスビートで宣化して．い訓うな稽椴のわ81㍍てPtLでいさ 

学匠．し両，義塙巾こ高、今でHt。て亭在村争、り化恥部）男 

て細事匡そり碕・雇地味や属。師事副うクー二極的 

（靖尖享半歩粒要すゾ〕 

？三組鴨的←軸蘭…－くつ支。
イ鵬も外し的tL帝せん三隷竜骨預・鳩・

尾とばら虜に見つける二時魯し－勺もモク主調も
し直tせん・一一一‥－　　　　てこうで，

希t喰壷3彊＊ It的漸く砕石でしょう0

憾 ��X��$亦�

41

＼

　

－

1

1

i

i

l

i

l

i

i

 

i

 

I

I

L

1

－

i

i

、
ワ
ラ
に
文
章
を
暮
り
∵
、
l

t
G
O
で
物
種
ム
ー

楕
確
り
ス
り
～
十
号
で
事
々
．
ア
ナ
∵
し
ト
、
、
。
∴



ィ．人文部門

No．1　土器のないくらし

2　土器をつかうくらし　一貝塚一

3　土器をつかうくらし　一触文土器－

4　郷土のあけぼの　　　－すまい一

5　石器について

6　信仰石器

7　釣手型土器

8　合口変相

9　弥生式土器

10　銅　鐸

Il　古鏡のなまえ

12　内行花文鏡

13　三角縁神獣鏡

14　五鈴鏡

15　陽徳寺1号墳
一資料紹介にあたり－

16　　II　　　　－古墳について－

17　　II　　　　一子蒔須恵器－

18　　II　　　　一須恵器と自然和一

19　　。　　　一須恵器とろくろ－

ここをじっくり
個たく（穏）についての7つのなぞ

1　銅たくはどの地域で発見されるか

築地が産後的方で発見されているので日本製品と育えてよいでしょう．

分布は、近事をpIr．、にして廉は柵件・烹皐・長野・前岡、凧は島根・広島

訪日・寄畑のる病に真秘の限りをもっています．　　（‥2弥慧警薬草ノ
現在、堪認されている出土他は〟カ所．‘

みよう．

3　範なくはどんな封印でつくられているか・へ／　ノ

比鞍的靖の全盲教の少ない書館で出来ています．日本に多くない材帆で

すから、中川（叩晴代）の釣台などで鶏なおしてつくったと忠われます．

4，調たくの舜轡場所はどんなところか

弥生的代の蛙管財からは発見されていません．住居から掘れたところ、

平野に近い丘鑓・山窄料両などに競てて浅く埋められています．

5∴胴たくは何に使われたのか．

最棚のものには舌などがあって、ぶちさけてたたくと「チーン」という

澄みきった金属膏がします．だから、楽請として使うこともできたことで

しょう．金類書を鋤いたことのない弥生晴代の人ひどは、この害を耳なれ

ない膏として軍Sとおそれをいたかせ、柏の角と舗したでしょう．

これが、働たくを見たたけで村がかりするようなものとなって、遵網

麗二二‾－‾‾惑
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ここをじっくり

○工務をつかうくらし

土器は　その目途によっていろいろな形があるとNoAでお話をしましたが、今回

は、かわった形の土誌の一つ「釣手形工務」について考えてみましょう・

この土龍は工具文士幾のうちでも

特殊な務形で、よも史記代車潮中部・嵩東

地方で土器の文接が衰飾化されて

くるころにあらわれます．

形は、IA）釣手が弓状に

土群の上に耗となってまた

がるもの．（B）三方

から頂点にあつまる

もの．（C）十字

形の喬となるもの．

などの高額があり

ます．

さて、これは何日に壕つ

のでしょうか．つ

まだ‘これだ了
付知市谷韓出土

という決め手はありません．

ただ次のようなことが条件として考えることができます・

（1）釣手や□綾の周酬こ稚いひもをとおす′）、みなやひもかけがあるので、つり
さけて帯いたのではないか．
（2）土器の内庭や釣手のまわりにススのこびりついたあとのあるものが多いの
で、このなかでなにかを燃やしたのではないか・
（3）一勘冨遺跡申からの出土敬は′－2点で、住居跡中の中央のあたり広場と
思われるところの大型住居跡の入口付近から発見される例が多い・

「さあ∴みなさんでこのなぞときにチャレンジしてはいかがですか・」

※これまでの考え

1あかりとして周いた（照明器具）

2　答申として即、た（お家つりの粕具）

3　虫を逼つはらうに制、た（防虫精良）

般事項艦塑＿人文姐壷宣」

6　飼たくにはどんな慮類があるか

つけである文機によって分類します．文意には下に記したものが代表

的ですが、身に持出された文簾で呼び名をつけています．

諸は∴競技∴・劫敬

錦たくri醐

7　慮烏泉にある濁たくはどんな挿頭か

出土地のわかっている卸たくは∫点で、全部苦ツ草丈です．

人文震示室1にある3点の羽たくをじっくり鰯零して、嫡出時代の遭

物の美しきを味わってください．

〔qi的〕

／　可児郎久々刺∴帝王の館たく

虹戸籍代（／733月C同地の丘をを的経由こ寧男した
／／／ce・重さ23塙　　つまみの外緑には、

節嵐があったようで非導に立派な瑠たくです．

2∴益田郎萩原御上冨田土
田鋲商用額の疲捜工事FI／927）に東女
されました．照輝IIiの東岸丘焚鳩に2倍がかさ
なるようにして党員，されたといわれています．
文練は、／計鷹滝していますが全休の）彰がよ
くととのった美しい姿です．

／号働たくは、つまみの部分に垂孤文がみら

れるし、」号1担たくは簿記健にひれからつまみ

にかけて緑をノコギリ状に同工していることが

目立ちます．

久々剰　出土窮たく　－‾

後事隅櫓日置　大五葉売名1

？
静
。
∴
千



（4）アンケートの結果（自然部門）

岐阜市中学校理科研究部会が本館で開催された

とき，「ここをじっくり」の砿1，6，9，13の4

部をお渡しして展示室を見学していただいた。

見学後，下記の質問に対し，自由な文章記入でア

ンケートを求めました。教育現場の中学校理科教

師の方々の御意見が聞かれました。

質1特定コーナーごとの手引きとして， �,x/��

な点で参考になりましたか？ ��

・自然のおいたちなど，地質時代の長さは，展示

だけ，あるいは数字だけの説明では実感的にと

らえにくいが，こうしたカレンダー式の手引き

があると生徒にもあがりやすい。

・見るポイントがはっきりわかり，大変おもしろ

い。

・ひとつのまとまりがあり具体的で理解しやすい。

・おもしろいアイディアです。中学生ぐらいには，

順を追って考え，書きながら進む作業方法もと

り入れたらいかがでしょうが。

・順次どんどん発行され，参観者には必要に応じ

ていつでも配布されるとよいと思います。

質2　扱っている内容の質・程度について， �,r�

う感じられましたか。 ��

・中学生ならば，十分理解できるもので好ましか

った。

・ひじょうに役立つものと感じたし質もいいです

ね。

・中学生よりやゝ高度，高校程度かなと思われた。

ぐーんとやさしいものもほしいです。

・中学生程度で　そのまま授業に使えそうに思っ

た。また見学の補助資料として大いに利用でさ

そうで　早く全コーナーが発行され，本にでも

なれば…‥と楽しみにしています。

・主題が同じでも，見学者の程度（学年に応じて）

によって，内容を変えるべきではないか。深み

が変わると思います。

・狭い範囲でもよいから，もっと深みのあるもの

もふやしていってほしい。

以上，同じような内容のものは重複をさけ，ち

がった立場の意見のみを列記したが，圧倒的に好

意的な意見が多く，批判の声は少数であった。

今後は，更に実践を続けるとともに，あらゆる

方面からの声を集約しつつ，内容・方法等での改

善・改良点をみつけ出していく必要がある。アン

ケートの声にもあるように，見学者の自主的創造

的活動にそうような方向への発展を考える必要が

ある。そのためには，まとまりのある学習課題を

多種多様に設定して，展示室内の見学を基盤とし

て，図書資料室，郷土学習室，あるいは収蔵庫の

標本資料の利用等もおり込んだ自主学習過程，モ

ジュール方式による学習の手引きの教材開発もひ

とつの方向である。学校の教科学習とはちがった

ねらい，ちがった内容でのモジュールの開発こそ，

博物館のかかえているひとつの大きな課題であろ

つ。

5．植物分布報告

★ミカワバイケイソウ

Veratrum stamineum Maxim．

var．lasiophyllum Nakaiの新産地

愛知県の三河地方，有明湿原をタイプロカリテ

ィとするミカワバイケイソウは，高山生のコバイ

ケイソウの変種で　母種に比べて低地平原産で

井波一雄氏の長年の調査結果，その分布域は，愛

知県東部から，大田市入鹿池畔，尾張富士の山麓，

更に本県内束濃山地にもわたることが明らかにさ

れた。（岐阜県の植物，1966年，P36－37）

これまで　木曽川を越えた北側の分布は知られ

ていなかったが，各務原市各務洞地区で採集した

標本を，井波一雄氏に同定していただき，ミカワ

バイケイソウであることが判明したので，新産地

として報告する。

やはり東濃から南部へ，愛知県矢作川沿岸まで

に限って野生しているシデコブシ（Magnolia

Stellata Maxim．）は，これまで木曽IIはり北側

の分布は知られておらず，岐阜県の植物　B58の

シデコブシの分布図によると，愛知県犬山市が分

布の北西隈になっていた。これが，犬山市とは木

曽川をへだてた北側の，各務原市北部を東西に走

る里山地帯の谷筋に点々と分布している。ミカワ

バイケイソウの産地は，そうしたアカマツ林を主
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とした洞地区の里山の谷筋で　亜高木層にシデコ

ブシ，低木層にイヌツゲの多い湿地である。

1i∴ ��　一／′ ‾　糀鰯ii灘 � 

iiii蕪諮Ii iや一二一‾L‾、 滋‾－ ）ィ 、∴∴∴∴∴÷ 

懸 

尋 ヽ∴ ��h������x�r�

∴」／∴ 

」 �����爾� 

∴∴∴ 
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Xミカワバイケイソウ　　　　＼ 

●バイケイソウ　　　　　　　飯田 　　　　　　　　＼　　o 

披講　′物　嘉等霊㊨ 

霜　多治見　　／／ 

o　　　　　● 瀬戸 鳴��(耳�X���x���r�訷���R�

○ �98�b�ｧB��������） ／ ／ ／ グ ノ ／ ノ ○浜松 
名古屋 　岡崎 　o 伊　豊川 

勢 

湾 　　　　　　　o 

三河湾　豊橋 　／ 

ミカウノイケイソウの分布（岐阜県の植物，井波一雄原図より）


